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序　論



 

 

序論 

１．川口市の特色 

（１）立地環境と人口集積 

本市は、北は県庁所在地であるさいたま市に、南は首都東京に隣接し、埼玉県の南の玄関口と

して都心から 10～20km 圏内に位置しています。この恵まれた立地に併せ、国道 122 号や東北自

動車道、首都高速川口線が南北に縦断し、東京外かく環状道路が東西を横断しています。さらに、

鉄道は、ほぼ三角形を形成するように JR 京浜東北線・JR 武蔵野線・埼玉高速鉄道線が通ってお

り、経済活動や市民生活の面で利便性の高い立地環境となっています。 

かつて川口駅周辺には鋳物工場が集中していました。しかし、昭和 40 年代後半の第一次オイ

ルショックの後、工場の移転や廃業が相次ぎ、その工場跡地には、都心へのアクセスの良さから

マンションが建設され、さらに市街地は川口駅前から郊外に広がり、ベッドタウン化が進みまし

た。近年では川口駅周辺をはじめとしてタワーマンションなども建設され、本市の人口は平成 30

年には 60万人を突破し、現在も人口増加が続いています。 

 

（２）町会・自治会組織の充実 

町会・自治会は、地域コミュニティの担い手として、本市における協働の原点といえます。昭

和 50 年代から全国に先駆け、町会の協力を得てびん・かんなどをリサイクルする川口方式を確

立したことは大きな実績といえます。 

また、町会・自治会では運動会や防災訓練をはじめとするさまざまな活動が活発に展開されて

います。活動が活発な要因としては、各地区に設置されている公民館が拠点となったことや、本

市が古くからの中小企業のまちであり、助け合いの風土があったことなどがあげられます。 

一方、近年では、本市の町会・自治会加入率が低下傾向にあることに加え、担い手の高齢化も

進んでいます。しかし、災害時における共助の観点などからも、市民同士のつながりを育む町会・

自治会の重要性はこれまでにも増して高くなっています。 

行政としても、町会・自治会を地域の大切なコミュニティ団体と位置づけ、地域の意見の把握

や行政の情報を発信することを目的に、市職員を町会相談員として各町会・自治会に配置してい

ます。また、平成 30 年度には議員提案による「川口市町会・自治会への加入及び参加の促進に

関する条例」を策定するなど、地域のコミュニティづくりの推進に積極的に関わっています。 

 

（３）特色ある産業の立地 

本市は、大消費地である東京に隣接していることを背景に、伝統的な鋳物工業をはじめ、機械

工業、木型工業などによる「ものづくりのまち」として産業界と行政が緊密に連携しながら発展

し、活気あふれる中小企業の集積が進みました。現在では、産業構造の変化や国際的な競争の激

化により、企業、工場の数は減少傾向にありますが、伝統的な産業都市として、日本のものづく

りにおいて今でも重要な役割を担っています。 

また、植木を中心とする花き生産や造園といった緑化産業も本市の特徴ある産業の一つであり、

特に安行植木は全国的にも知名度が高く、国際園芸博覧会へ出展するなど、海外への普及にも努

めています。 

さらに、SKIP シティでは、映像関連のベンチャー企業へインキュベートオフィスを提供するな
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ど、映像関連の取り組みが行なわれているほか、NHK が新たに放送関連施設を整備する方針を示

すなど、映像関連産業を核とした次世代産業の集積地としての役割が期待されます。 

 

（４）都市近郊の豊かな「水」と「緑」 

本市は、荒川、芝川、見沼代用水路などから構成される水辺空間や、安行台地、見沼田んぼ、

都市農地などの首都圏における貴重な緑地空間など、豊かな「水」と「緑」の資源を有していま

す。 

このような「水」と「緑」は、人にうるおいとやすらぎを与える景観やレクリエーションの場

としての機能を有するとともに、多様な生物が生息・生育できる自然環境の保全や防災としての

機能も備えています。本市では保全緑地の指定やイイナパーク川口（赤山歴史自然公園）の整備

などによる貴重な緑の保全や整備を進めるとともに、公共施設や民有地の緑化なども推進してい

ます。 
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２．川口市におけるこれまでの主な取り組み 

（１）鳩ヶ谷市との合併 

平成 23 年 10 月 11 日に川口市と鳩ヶ谷市は合併し、その成果の一つとして、それぞれの地域

の魅力を活かした「川口宿 鳩ヶ谷宿 日光御成道まつり」を開催し、一体感を醸成してきました。 

今後は、合併のさらなる効果を得るためにも、これまで培われてきた互いの伝統・文化や地域

の資源を活用しながら、広域的な観点からの一体的なまちづくりやスケールメリットを活かした

行財政運営の効率化などを引き続き推進していく必要があります。 

 

（２）市民が活躍できる環境づくり 

平成 21 年に施行された川口市自治基本条例に基づき、川口市協働推進条例、川口市市民参加

条例、川口市市民投票条例の３つの条例が制定されたことで、本市の市民参加によるまちづくり

の環境が整いました。今後も、これらの条例に基づき、市民と行政が一体となって住みよいまち

づくりを進めていくことが引き続き求められます。 

 

（３）川口市の新たな魅力づくり 

本市には、毎年夏に開催される「たたら祭り」や「SKIP シティ国際 D シネマ映画祭」、秋に開

催される「川口市市産品フェア」、さらに、４年に一度、徳川将軍家の日光社参の伝統をモチーフ

とした「川口宿 鳩ヶ谷宿 日光御成道まつり」が開催されるなど、市内外から多くの人々を引き

寄せる魅力的なイベントが数多くあります。 

また、広域的な集客性に配慮した「水と緑のオアシス空間」の創出をテーマに、自然環境や歴

史文化遺産を活用した、地域の振興や都市農業の活性化にも資する公園として「イイナパーク川

口」の整備を進めているほか、令和２年からはグリーンセンターも再整備をしています。 

こうした地域資源に加え、川口市の伝統産業である鋳物や植木などの産業、平成 30 年に国の

重要文化財に指定された旧田中家住宅をはじめとする歴史施設、現在建設を検討中の本市初とな

る美術館などの文化芸術施設、そして、市内各所に存在する豊かな自然などが調和して、川口市

の魅力を形成していくことが期待されています。 

 

（４）地域社会のリーダーとなる人材の育成 

本市の将来を背負って立つ地域社会のリーダーの育成、そして、本市全体の学力向上を担うリ

ーディング校をめざすため、３つの市立高等学校を再編・統合し、平成 30 年４月に川口市立高

等学校を開校しました。また、令和３年度からは中高一貫校として、川口市立高等学校附属中学

校も開校し、市立高等学校及び附属中学校は、市内小・中学校の学力向上を担う教育の中核的拠

点となることが期待されています。 

 

（５）公共施設の適正管理 

令和２年３月に、川口市役所第一本庁舎が竣工しました。新しい庁舎は、免震装置の設置など

による防災機能の強化や市民が利用しやすい窓口づくりなど、災害に強い、環境にやさしい、誰

もが利用しやすい、働きやすい庁舎となっています。 

現在は、分散している庁舎の集約化とさらなる行政サービスの向上をめざし、令和６年度の竣

工を目途として、２期棟の建設が進められています。 
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また、本市では、高度経済成長期やその直後に多くの公共施設や都市基盤施設を整備したこと

から、現在、その多くが更新時期を迎えており、今後も多額の財政負担が想定されています。こ

のようなことから、人口減少や高齢化社会を見据え、地域のニーズやライフサイクルコストを考

慮し、市の財政規模に見合った公共施設の総量と適正配置を考慮した更新等を進めています。今

後も利用者の安全と安心に配慮しながら更新等を進めるとともに、長寿命化を含めた、公共施設

等の適正な維持・管理に努める必要があります。 

 

（６）中核市への移行 

目まぐるしく変化する社会情勢や多様化する市民ニーズにより一層、迅速・的確に対応し、本

市の特性を活かした持続的に発展し得るまちづくりを進めるため、平成 30 年４月１日に中核市

へと移行し、保健所の設置をはじめとして埼玉県から多くの事務権限が市に移譲されました。今

後はこうした権限をまちづくりに活かすことで、これまで以上に市民に寄り添った迅速できめ細

やかな行政サービスを提供していく必要があります。 
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１ 健康を育むまちづくり

２ 健やかな子育て・子育ち環境づくり

３ 高齢者の暮らしの安心・生きがいづくり

４ 誰もが安心して生活できる環境づくり

１ 子どもがのびのび学べる環境づくり

２ 子どもの成長をサポートする基盤づくり

３ 市民が自己実現をめざせる環境づくり

４ 互いに尊重・理解し合う環境づくり

１ 地域経済基盤づくり

２ 活力ある工業等の振興

３ 活気ある商業の振興

４ 魅力ある農業の振興

５ 地域資源の活用

１ 豊かな水と緑に親しめる空間の創出

２ 環境の保全と創造

３ 廃棄物の減量化・再資源化・適正処理の推進

１ 住・工・商・緑が共存した計画的な土地利用の推進

２ 安全・安心・快適な移動を支える交通環境の整備

３ 安全・安心な上下水道サービスの提供

４ さまざまな災害や犯罪などの脅威から市民を守るまちづくり

１ 市民が元気に活躍するための環境づくり

２ 市民と行政の相互協力

３ 行政経営の基盤強化

当該施策の推進が図られていると感じている人の割合の比較

現状値(H27)

現在値(R2)

Ⅰ 全ての人に

やさしい“生涯

安心なまち”

Ⅱ 子どもから大

人まで“個々が

輝くまち”

Ⅲ 産業や歴史

を大切にした

“地域の魅力と

誇りを育むま

ち”

Ⅴ 誰もが“安

全で快適に暮ら

せるまち”

Ⅳ 都市と自然

が調和した“人

と環境にやさし

いまち”

Ⅵ 市民・行政

が協働する

“自立的で推進

力のあるまち”

出典：総合計画のための市民意識調査

３．前期基本計画の振り返り 

 前期基本計画に基づいてさまざまな取り組みを実施してきた結果、本市がめざす姿を実現に向

けた各施策が進んでいると感じている人の割合は以下のように変化しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※      ：割合が 5.0 ポイント以上増加した施策          ：割合が減少した施策 
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めざす姿Ⅰ 全ての人にやさしい“生涯安心なまち” 

 ４つの施策の全てで割合が増加しています。特に「２ 健やかな子育て・子育ち環境づくり」

は 12.5 ポイントの増加と、23 ある施策のうち最も増加が大きく、保育所の整備をはじめとする

子育て環境の整備の取り組みが評価されていると考えられます。 

 また、令和２年の４月には、子どもの健康を守るための施設として「川口市こども夜間救急診

療所」が、子どもの発達に不安を持つ保護者のワンストップの相談窓口として「子ども発達相談

センター」がオープンしています。 

 今後も、全ての市民が生涯を健康に安心して暮らせるよう、状況の変化に柔軟に対応しつつ、

必要な対策を遅滞なく推進していく必要があると考えられます。 

 前期基本計画での主な取り組み  

■保健所の開設 

 本市が中核市に移行したことから、平成 30 年４月１日に川口市保健所が開設されていま

す。市が保健所を所管することで、市の実情に即した保健行政が実施できるようになったほ

か、新型コロナウイルス対策では、専用電話相談を実施しているほか、開設当初よりリアル

タイム PCR 装置を導入するなど、市民の健康を守るための取り組みを展開しています。 

 ■保育施設の整備 

 待機児童の解消に向けて保育施設等

の整備を進めてきた結果、前期基本計画

策定時には 129 か所、定員 7,908 人だっ

たものが、令和２年度には 197 か所、定

員 11,463 人に増加しており、待機児童

数も平成 27 年時点の 221 人から令和２

年には 38人にまで減少しています。 

 

 

 

めざす姿Ⅱ 子どもから大人まで“個々が輝くまち” 

 ４つの施策の全てで割合が増加しており、「１ 子どもがのびのび学べる環境づくり」及び「４ 

互いに尊重・理解し合う環境づくり」では５ポイント以上の増加となっています。 

 今後も、各学校の児童生徒の実態に即した学力向上プランの作成と改善を継続して実施してい

くほか、学校や関係機関と連携しながらいじめや不登校などの問題に対処していくなど、子ども

たちの成長をサポートしていく必要があります。また、市民が生涯学び続けられる環境づくりや

差別のない社会、多文化が共生できる社会づくりを進めていく必要があると考えられます。 
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 前期基本計画での主な取り組み  

■川口市立高等学校の開校 

 川口総合高等学校、川口高等学校、県陽高等学校を再編・統合した川口市立高等学校を開

校しました。さらに、令和３年４月からは附属中学校を開校し、中高一貫教育の最大の利点

である６年間の一貫した教育課程を組むことで、地域社会のリーダーとなる人材の育成をめ

ざしています。 

■公立夜間中学校の開設 

 学び直しを希望される方、中学校の卒業資格が必要な方、高校進学や資格の取得を考えて

いる方、外国人市民などを主な対象として、平成 31 年４月に県内初となる公立夜間中学校

「川口市立芝西中学校陽春分校」を開設しています。 

 

 

 

めざす姿Ⅲ 産業や歴史を大切にした“地域の魅力と誇りを育むまち” 

 ５つの施策の全てで割合が増加しています。なかでも「２ 活力ある工業等の振興」については

9.1 ポイントの増加となっており、高い評価となっています。 

 今後は、市内産業の活力向上に向け、市産品のブランド化や販路の拡大、後継者の育成、シテ

ィプロモーションなどに努めていくほか、映像関連産業を核とした次世代産業の集積地として、

SKIP シティのさらなる魅力向上に努めていく必要があると考えられます。 

 前期基本計画での主な取り組み  

■NHK 跡地の利活用 

 NHK が、令和８年の運用開始に向けて、スタジオなどの放送関連施設を整備するとの方針

を打ち出したことを受けて、SKIP シティの整備事業を進めるべく、埼玉県から土地を先行取

得するなど取り組みを強化しています。 

 

■「市産品フェア」による地場産業のさらなる活性化 

 製造業、緑化産業を中心とした市内で生産される製品や市内で営業するあらゆる業種のサ

ービスなどの「市産品」を、市内外の企業や市民、近隣自治体などに広く知っていただき、

使っていただき、広げていただくことで、市内産業の振興や地域経済の活性化につなげてい

くことを目的に「市産品フェア」を毎年実施しています。この取り組みは年々広がりをみせ

ており、令和元年度では、商談件数は過去最多の 1,194 件となりました。 
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めざす姿Ⅳ 都市と自然が調和した“人と環境にやさしいまち” 

 ３つの施策のうち、「１ 豊かな水と緑に親しめる空間の創出」では割合が増加していますが、

他の２施策は減少しており、特に「３ 廃棄物の減量化・再資源化・適正処理の推進」では割合

が 5.5 ポイント減少しています。 

 今後も引き続き親水空間の整備など市民が水や緑に親しめる空間整備、緑地空間の保全などを

進めていくほか、ごみや温室効果ガスの排出抑制などに努め、持続可能性を高めていく必要があ

ると考えられます。 

 前期基本計画での主な取り組み  

■川口市めぐりの森（火葬施設）・イイナパーク川口の整備 

 川口市めぐりの森（火葬施設）については、平成 29 年度に施設が竣工し、現在は指定管

理者により運営が行われています。イイナパーク川口については、平成 30 年４月から一部

を供用開始しています。現在は、子どもたちが自然とふれあうことができる環境学習の場や

首都高速道路の川口パーキングエリアと連結するハイウエイオアシスの整備を進め、公園全

体の開園をめざしています。 

 

 

 

めざす姿Ⅴ 誰もが“安全で快適に暮らせるまち” 

 ４つの施策の全てで割合が増加しています。特に土地利用や防災・防犯、交通環境に関する施

策は 5.0 ポイント以上の増加となっています。 

 今後は、土地区画整理事業を着実に推進していくほか、自然災害への対応力の強化、公共交通

の利用がしにくい地域での利便性の向上などに努めていく必要があると考えられます。 

 前期基本計画での主な取り組み  

■並木元町公園雨水貯留施設の整備 

 浸水被害の軽減や未然防止を図るため、浸水対策事業として雨水貯留施設の整備を進めて

います。平成 29年に川口駅近くの並木元町公園の地下に 5,800  （小学校の 25ｍプール 16

杯相当）の雨水調整池が完成したこともあり、東日本で大きな被害を出した「令和元年東日

本台風」においても浸水被害の軽減が図られました。多発する豪雨災害に対応できるよう、

引き続き浸水対策を推し進めており、現在は東川口駅周辺などで雨水貯留管の整備に取り組

んでいます。 

 

■新たな警察署の設置が始動 

 本市には警察署が２つしかなく、人口規模からすると少ない状況であったことから、これ

まで市では、新警察署の設置及び警察官の増員について、県知事及び県警本部長へ要望を続

けてきました。これを受け、埼玉県は、市北部に（仮称）川口北警察署を新設するための費

用を令和２年度当初予算に計上しました。開署は令和８年度の予定となっています。 
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めざす姿Ⅵ 市民・行政が協働する “自立的で推進力のあるまち” 

 ３つの施策のうち、「２ 市民と行政の相互協力」と「３ 行政経営の基盤強化」は、相対的に

低い割合となっておりましたが、３つの施策の全てで割合が増加しており、中でも、「３ 行政経

営の基盤強化」では 4.7 ポイントの増加と比較的増加幅が大きくなっています。 

 今後は、行政経営の基盤強化や市民との協働をさらに進めていくほか、担い手の高齢化などに

よる活動低下が懸念される地域活動に対する取り組みの強化、市民の多様な活動に対する支援の

充実などに一層努めていく必要があると考えられます。 

 前期基本計画での主な取り組み  

■税収の増加・財政基盤の強化 

 市税の収納率は、平成 26 年の 91.52％から、平成 30 年度には 96.61％に上昇しています。

税収も平成 26 年の 913億円から、令和元年度には 972 億円に増加し、この６年間で合計 311

億円増加しています。 

 土地開発公社の借入金については、平成 27 年度末の 166 億円から、令和元年度末には 68

億円まで減少し、５年間で 98 億円削減しており、金利負担の軽減が図られています。 

 

 

 

 

 

 

■新庁舎の建設 

 令和２年３月に第一本庁舎が竣工、同年５月に全面開庁しています。今後は立体駐車場及

び２期棟の整備に向けた取り組みを推進していきます。 
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４．市民の意向 

（１）定住意向について 

 一般市民の定住意向については、「住み続けたい」も「住み続けたくない」も令和元年度にくら

べると比率がわずかに上昇しています。一方、高校生では定住意向は 40％程度しかなく、若い世

代に対しての魅力を高めていくことが求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）今後の方向性について 

 「保健・医療」、「交通環境」、「災害・犯罪」は一般市民・高校生ともに比率が高くなっていま

す。さらに、一般市民では「高齢者」の比率が高く、高校生では「子育て」、「買い物」、「誰もが

安心して暮らせるまち」などの比率が高くなっています。 

今後さらに力を入れてほしいもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：％
一般市民(R2) 高校生(R1)

(1,959票) (439票)

保健・医療体制が充実し、健康に暮らせるまち 49.3 36.4

子育てしやすい環境づくりに力を入れているまち 27.3 34.9

高齢者が生きがいを持ち、安心して暮らせるまち 33.0 21.0

年齢・性別、障害の有無などにかかわらず、誰もが安心して暮らせるまち 21.7 30.8

子どもたちが積極的に学ぶことができる環境が整っているまち 23.5 24.8

学校や家庭、地域が協力し、子どもたちの成長を支えているまち 14.1 20.5

文化・芸術活動やスポーツなどの生涯学習をしやすい環境が整っているまち 17.9 24.6

性別や国籍などによる差別のない、お互いを尊重し理解し合えるまち 10.5 21.9

市内産業が元気なまち 10.6 14.6

ものづくり産業が活発なまち 7.7 15.0

大型店から商店街まで買い物がしやすいまち 22.0 32.1

植木や特産野菜など特色ある都市農業が行われているまち 8.6 13.0

自然や歴史、文化財など市内外に誇れる魅力があるまち 9.5 18.2

豊かな水と緑に親しめる場所があるまち 21.8 25.1

ＣＯ２削減など地球環境に配慮した取り組みを積極的に行っているまち 12.6 21.2

ごみの減量化や、リサイクルなどを積極的に行っているまち 15.9 21.9

住･工･商･緑など地域ごとの特性を踏まえた適正なまちづくりが推進されているまち 7.9 12.8

安全・安心・快適に移動できる交通環境が整っているまち 32.4 31.4

いつでも安心して水道や下水道を利用できるまち 13.1 20.3

さまざまな災害や犯罪などに対する安全・安心なまちづくりが行われているまち 43.0 33.7

ボランティアや地域活動など（町会･自治会など）、市民が元気に活動できるまち 8.6 14.6

市民が市政に参加しやすく行政と協力してまちづくりを行っているいまち 14.7 16.6

効果的かつ効率的な行財政運営がなされているまち 27.6 19.1

Ⅴ　誰もが“安全
で快適に暮らせ
るまち”

Ⅵ　市民・行政が
協働する　“自立
的で推進力のあ
るまち”

選択肢めざす姿

Ⅰ 全ての人にや
さしい“生涯安心
なまち”

Ⅱ　子どもから大
人まで“個々が
輝くまち”

Ⅲ　産業や歴史
を大切にした“地
域の魅力と誇り
を育むまち”

Ⅳ　都市と自然
が調和した“人と
環境にやさしい
まち”
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５．社会情勢の変化 

（１）少子高齢化・人口減少社会の進行 

 少子高齢化が進行する我が国の人口は、平成 20 年の１億 2800 万人をピークに減少に転じ、令

和元年９月には約１億 2600 万人になっています。出生数は年々減少を続け、令和元年には 90 万

人を割り込む一方、老年人口（65 歳以上）は約 3600 万人に達し、総人口の 28.5％を占めていま

す。 

 本市は、東京 23 区に隣接する利便性の高い、暮らしやすいまちとの評価を受け、人口の増加

が続いていますが、将来人口推計では令和 12 年度をピークに人口減少に転じることが予測され

ています。また、少子高齢化も進行しており、年少人口（0～14 歳）及び生産年齢人口（15～64

歳）についてはすでに減少がはじまっています。老年人口（65歳以上）の比率は 22.8％(令和２

年１月１日)と国に比べるとまだ低いものの、今後は急速に高齢化が進むものとみられます。 

 後期基本計画の計画期間中には団塊の世代が後期高齢者となるため、高齢者対策の充実を図る

ことはもちろんのこと、子育て支援などをさらに進め、人口の年齢構成バランスを維持するため

の取り組みを推進していくことが必要となっています。また、超高齢化社会が社会・経済などに

及ぼす影響に適切に対処できるよう対策を講じていくことが重要です。 

 

（２）子育て環境のさらなる充実化 

 共働き世帯の増加や核家族化の進展、地域での人間関係の希薄化に伴い、子育てをする親の負

担や不安・孤立感が増加しています。また、厚生労働省の発表によると、全国の保育所の待機児

童数は平成29年をピークに減少する傾向にあるものの、依然として待機児童は解消しておらず、

子育て環境のさらなる改善・充実が求められています。 

 本市においては、平成 27 年４月から子ども・子育て支援新制度に基づいて保育施設の整備を

進めたことで、待機児童は減少していますが、多様化する保育ニーズに対応するため、保育士の

確保などを図りつつ、保育の量的な充足と質的な向上を進めていくことが重要です。 

 

（３）医療・介護ニーズの高まり 

 先述のように、我が国では老年人口（65 歳以上）が今後も増加する傾向にあり、団塊の世代が

75 歳以上となる令和７年以降は、医療や介護のニーズが一層増加することが見込まれています。 

 特に東京圏の場合、老年人口の比率は低いものの、老年者の数は他の地域に比べると多いこと

から、医療や介護のニーズは相対的に高まるものと想定されます。 

 本市の推計（国立社会保障・人口問題研究所のデータを参考に本市にて推計）においても、老

年人口は今後も増加傾向にあり、平成 27 年１月時点では 20～64 歳の 2.82 人が高齢者１人を支

えるという状況から、令和７年には同 2.61 人に、令和 27 年には同 1.77 人になると推計されて

おり、現役世代への負担増加が懸念されます。 

 今後は、こうした状況に対応するため、高齢者の尊厳の保持と自立生活の支援を目的として、

可能な限り住みなれた地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができるよう、住ま

い・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される地域の包括的な支援・サービス提供体制

（地域包括ケアシステム）を地域の特性に応じて強化していくことが必要です。 
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（４）科学技術の進歩 

 IoT、AI、RPA などに代表される近年の科学技術の発展は、市民生活全般において革新的な変化

をもたらす可能性を秘めているほか、新たな産業創出や既存産業にも大きな影響をもたらすとい

われています。 

 本市の産業は、鋳物などの金属加工業などを中心に発展してきましたが、産業構造の変化への

対応や人材の育成・確保などが課題となっており、産業の持続可能性の低下が懸念されています。 

 そのため、社会生活面におけるさまざまな課題の克服はもちろん、新たな産業創出や既存産業

の振興など、科学技術発展の恩恵を幅広く享受できるようにしていくことが重要です。 

 

（５）脱炭素・循環型社会の推進と生物多様性の確保 

 近年、地球環境問題が顕在化しており、気候変動、海洋プラスチックごみ汚染、生物多様性の

喪失が大きな課題となっています。これらの環境問題は、相互に関連しあうとともに、経済・社

会活動に大きな影響を与えています。 

 気候変動問題では、2020 年にパリ協定の運用が本格的に開始されたほか、海洋プラスチックご

みによる新たな汚染を 2050 年までにゼロにすることをめざす「大阪ブルー・オーシャン・ビジ

ョン」の実現に向けた取り組みも進められています。 

 こうした取り組みは国際的に進められるものであり、脱炭素・循環型社会の実現及び生物多様

性の確保に向けた取り組みをより一層強化していくことが必要となっています。 

 本市においても、脱炭素社会の実現や循環型社会の推進のため、再生可能エネルギーの利用や

省エネルギーの促進、一般廃棄物の処理やリサイクルの推進、生物多様性の確保に向けてさまざ

まな対策を講じ、また、市民・事業者に対する支援や環境学習を実施してきましたが、今後もこ

れらの取り組みを継続・強化していく必要があります。 

 

（６）持続可能なまちづくりへの関心の高まり 

 2015 年９月の国連サミットで SDGs(持続可能な開発目標)が採択されています。これは、2016

年から 2031 年までの 15 年間で達成すべき国際目標を示したもので、17 の大きな目標と 169 の

ターゲット、232 の指標で構成されています。誰一人取り残さない、持続可能な世界の実現に向

けて全世界で取り組むことが求められており、国はもちろん、地方自治体、企業などでも取り組

みがはじめられています。 

 本市においても、全ての人が年齢や障害の有無等によって分け隔てられることなく共生し、個

性の発揮により誰もが活躍することができるバリアフリー・ユニバーサルデザイン化の推進や地

球温暖化対策等の環境保全に向けた取り組みの強化など、持続可能なまちづくりをめざしていく

ことが重要です。 

 

（７）安全・安心への関心の高まり 

 令和元年 10 月の令和元年東日本台風をはじめ、近年では台風・集中豪雨などの自然災害が多

発化し、被害が甚大化しているほか、マグニチュード７クラスの首都直下地震も今後 30 年以内

に 70％の確率で発生すると予測されており、地域の安全・安心に関する市民ニーズは高くなって

います。 

 本市では、東京湾近郊でマグニチュード７クラスの地震が発生した場合、市の南部を中心に最
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大で震度６強の揺れが想定されているほか、荒川が決壊した場合には市の南部及び西部にかけて

浸水が想定されていることから、防災・減災対策、災害復旧を見据えたまちづくりに取り組む一

方、市民や事業者との連携体制の強化、地域での共助のしくみづくりを進めるなど、災害からの

回復力・復元力を高めることで、市民生活の安全・安心を確保することが重要です。 

 また、令和２年から感染が拡大した新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は社会経済に大き

な影響を与えており、未知の感染症に対する対策を強化するととともに、新型コロナウイルスと

共存するための「新しい生活様式」の定着を進めていくことが必要となっています。 

 さらに、本市においては、市民の防犯に対する関心が高く、青色回転灯車両によるパトロール

や防犯カメラの設置などの防犯対策を強化しています。そのため、本市における刑法犯罪認知件

数は平成 16 年の 16,314 件から、令和元年には 4,997 件へと３分の１の水準にまで減少してお

り、今後もこうした取り組みを継続することで、市民の安全・安心を高めていくことが重要です。 

 

（８）協働によるまちづくりの進展 

 社会が成熟化するなかで、ライフスタイルや価値観の多様化が進んでおり、市民ニーズも多様

化・複雑化しています。また、近年ではワークライフバランスが重視され、家庭や地域での生活

の比重が高まりつつあり、地域で充実した生活が送れる環境づくりへの取り組みが求められてい

ます。そのため、当事者である市民や事業者が主体的にまちづくりに関わることで、地域に対す

る満足度を高められるよう、まちの将来像やまちづくりに関する情報を共有しつつ、連携・協力

できる関係づくりを進めるなど、協働によるまちづくりをさらに進めていくことが求められます。 

 また、本市では近年、外国人住民が増加しており、多様な言語や文化を持った人々が互いに認

め合いながら、社会の一員として快適に暮らすことができる多文化共生社会をめざしていくこと

が重要となっています。 

 

（９）地方行財政基盤の強化 

 今後、社会を支える現役世代の人口が減少することで税収の減少が懸念される一方、高齢化に

伴って医療や福祉などにかかる費用は増加する傾向にあるなど、本市においても財政は厳しさを

増していくものと想定されます。 

 健康寿命の延伸による医療費等の削減、老朽化が進む公共施設の再編や長寿命化による維持管

理・更新の費用軽減などにより支出の削減を図る一方、産業振興や本市とより深い関わりを持つ

関係人口の拡大などにより、市内での経済活動の活発化を促進することで税収の確保を図り、財

政の安定性を確保していくことが求められています。 
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６．まちづくり推進上の課題 

（１）“生涯安心なまち”の実現に向けた課題 

少子高齢化や核家族化の進行などにより、福祉分野をはじめとして、行政に対する市民ニーズ

は今後より一層、多様化・複雑化していくものと考えられます。特に今後は後期高齢者の急速な

増加に伴い、健康づくりや介護・医療に関する市民ニーズの増大が想定されることから、福祉・

保健施策に力を注ぐとともに、市民による地域での支え合いを推進し、全ての市民が生涯にわた

って生きがいを持ち、安心して暮らせるまちづくりを進めることが必要です。 

また、地域での支え合いのしくみを維持していくためには人口の年齢構成のバランスを維持し

ていくことが必要であり、若年層の転入や定着を促進するため、今後も引き続き子育て支援の充

実を図り、社会全体で子育てを支えるしくみの強化を進めていくことも必要です。 

 

（２）“個々が輝くまち”の実現に向けた課題 

将来の地域を支える子どもたちがそれぞれの能力を発揮し、たくましく成長できる環境を整え、

教育を充実させることは、将来の定住人口を確保するうえでも重要であることから、今後も引き

続き教育環境の充実に努めることが必要です。 

一方で、高齢化が進むなか、高齢者が生きがいを持って生活することは健康寿命の延伸などに

もつながることから、地域のなかで学んだり、活躍したりできる場や機会を拡充していくことも

必要です。 

また、外国人住民が急速に増加しており、日本人住民、外国人住民が安心して暮らせる共生社

会の実現が求められています。あらゆる市民が個人として尊重され、ルールを守りながらともに

支えあって生きることができる多文化共生社会の実現をめざし、多様な取り組みを展開していく

必要があります。 

 

（３）“地域の魅力と誇りを育むまち”の実現に向けた課題 

元気なまちづくりを進めるうえでは地域産業の活性化は欠かせません。本市ではものづくり産

業や植木産業などの地域に根ざした産業が発展していますが、グローバル化や構造転換などが進

むなかで、新たな成長の道を探る状況となっています。そのため、産官学の連携による新しいビ

ジネス展開や新たな起業への支援、次世代の担い手の育成・確保などへの支援をしていくことが

必要です。 

また、全国的に人口減少が進むなかで、交流人口や関係人口を増加させることが地域の活力向

上には重要であるとの認識が高まっています。今後は、既存の地域資源に加え、イイナパーク川

口や文化芸術施設などの新たな魅力ある施設も整備されることから、情報発信や移動環境の向上

などに努め、「来て・見て・触れて」もらうための環境整備を行う必要があります。 

 

（４）“人と環境にやさしいまち”の実現に向けた課題 

本市に残されている緑の空間は、時間の経過とともに失われる可能性があります。中でも令和

４年に当初指定から30年が経過する生産緑地地区については、指定解除が可能となることから、

土地利用に変化が生じることが想定されます。また、安行近郊緑地保全区域においては、資材置

き場等へ土地利用転換され、貴重な緑が多く失われています。 

水や緑の環境は市民生活にうるおいを与えるだけでなく、ヒートアイランド現象の改善やオー
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プンスペースとしての防災性の向上などにも寄与しています。残された緑地の積極的な保全とと

ともに、都市開発等の機会をとらえて新たな緑の空間創出にも努めていくことが必要です。 

また、地球温暖化に伴う気候変動やその他地球環境問題が深刻化しており、再生可能エネルギ

ーの利用や省エネルギーの促進による温室効果ガスの排出抑制など、環境保全に向けた取り組み

を強化していく必要があります。 

さらに、廃棄物に関しては減量化・再利用・再生利用を進めるとともに、不法投棄対策や廃棄

物処理施設の適切な更新を進めることで、廃棄物処理の適正化を進める必要があります。 

 

（５）“安全で快適に暮らせるまち”の実現に向けた課題 

本市の南部は市街化が進み多くのインフラも整備され利便性の高い市街地が形成されている

一方、北部は安行台地を中心とする緑豊かな環境が残る地域となっており、地域ごとに特色が大

きく異なります。 

今後は、多様な魅力を有する地域の特色を活かしつつ、持続可能なまちづくりに向けた取り組

みを強化していくことが必要です。 

また、多発化・甚大化する自然災害への対応や新型コロナウイルス感染症などによる健康被害

への対応などについても、他の自治体との機能補完や市民・市民団体等と協力ができる体制を確

立し、予測が難しい事態へも柔軟に対処できる、災害・危機に強いまちづくりを進める必要があ

ります。 

 

（６）“自立的で推進力のあるまち”の実現に向けた課題 

本市では、古くから町会・自治会の活動が活発に行われていますが、近年は少子高齢化や共働

き世帯の増加などにより、加入率が低下傾向にあるとともに、担い手の高齢化も進んでいます。

そのため、行政と地域組織との関係のあり方の見直しや新たな担い手の育成・確保などに努めて

いくことが必要です。 

本市の財政状況は、市税収納率の向上などに努めたことで改善する方向にありますが、今後、

高齢化や生産年齢人口（15～64 歳）の減少、公共施設の老朽化、感染症による影響等により厳し

さを増していくことが予想されます。そのため、情報通信技術等を活用した行政事務の効率化や

定員管理の適正化などに取り組む必要があります。事業実施にあたっては、必要性、適時性等を

十分に考慮するとともに、歳入においては、受益者負担の適正化、税収確保、新たな歳入の創出

などを図っていく必要があります。 

また、中核市としての機能を最大限に発揮できるよう、行政組織の改編や専門職員の育成及び

確保についても、計画的に進める必要があります。 
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１ 後期基本計画総論



 

 

１ 後期基本計画総論 

（１）後期基本計画策定の趣旨 

●基本計画の位置づけ 

 基本計画は、基本構想で掲げた基本理念や将来都市像、めざす姿の実現のため、基本的かつ重

要な施策を定めるものです。施策の実現のためには、多様化・複雑化する市民ニーズに対応し、

また、市民と協働するとともに、本市だけではなく広域的な視点も必要とすることから国・県・

近隣都市との連携を密にし、施策の実現を図るものです。 

 

●基本計画の構成 

 後期基本計画でも前期基本計画と同様に、基本 

構想で定めた６つのめざす姿ごとに、めざす姿を 

達成するための施策を位置づけています。 

 「基本計画各論」では、社会状況や市民ニーズ 

の変化、前期基本計画で達成状況を踏まえたほか、 

人口と世帯数を推計しなおし、施策を見直しまし 

た。 

「地域別計画」では、これらの施策を、市内各 

地域のまちづくりの視点でとらえてまとめていま 

す。また、「個別計画」は、各分野において、より 

具体的な取り組みの内容を総合計画との整合を図って策定するものです。 

 

●基本計画の計画期間 

 基本計画の計画期間は、多様化する課題や市民ニーズ、変動の激しい社会情勢に対応できるよ

う、後期計画も前期計画同様、５年間としています。 

 

●後期基本計画策定の方向性 

■前期基本計画を踏まえた計画の策定 

 第５次川口市総合計画基本構想に掲げた基本理念を踏まえ、将来都市像やめざす姿を実現す

るため、前期基本計画での取り組みの成果や課題を踏まえた計画として策定しました。 

■本市を取り巻く環境変化に対応した計画の策定 

 外国人住民の急速な増加や気候変動に伴う自然災害の多発化や甚大化、科学技術の進歩等に

合わせた都市機能の更新の必要性の高まりなど、本市を取り巻く状況は大きく変化しているこ

とから、中長期的な視点から新たな課題に対応できる計画となるよう策定しました。 

■中核市としてのメリットを活かせる計画の策定 

 本市は、平成 30 年４月１日に中核市へ移行し、保健所の設置をはじめとして、これまで

埼玉県が行ってきた事業・サービスの一部を市が行えるようになっていることから、中核市

としてのメリットを十分に発揮できる計画となるよう策定しました。 

 

基本構想

めざす姿

基本計画

地域別計画

個別計画

総合計画のイメージ
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（２）人口と世帯数の推計 

 後期基本計画での施策を検討するにあたって、参考とする将来の人口及び世帯数を下に示しま

す。この将来人口及び世帯数は、想定される標準的な数値であり、目標値ではありません。現状

のまま推移すれば、将来の人口や世帯数がこのようになることを想定しつつ、取り組むべき施策

を検討し、よりよいまちづくりを推進するために設定するものです。 

 推計によると、本市の人口は令和 12 年の 614,438 人をピークに減少に転じ、令和 27年には 60

万人を割り込むものと推計されます。世帯数については、今後約２万世帯が増加し、令和 17 年

の 308,400 世帯をピークに減少に転じるものと推計されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※人口推計方法 

 令和２年１月１日の住民基本台帳を基準として、国立社会保障・人口問題研究所が算出した出生

率、生残率、純移動率を使って推計。なお、出生率及び生残率については、平成 22 年から令和元年

までの 10年間での実際の出生数・死亡者数と出生率及び生残率に基づく理論上の出生数・死亡者数

から補正係数を算出し、補正したうえで適用。 

※世帯推計方法 

 国立社会保障・人口問題研究所が算出した男女別世帯主率を使って推計。なお、世帯主率は平成

27 年国勢調査における実際の世帯数と世帯主率に基づく理論上の世帯数から補正係数を算出し、補

正したうえで適用。  
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実績値 推計値
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2010
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2025
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2030

令和17年
2035

令和22年
2040
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R2-27
増減

0～14歳 79,188 77,949 76,185 71,448 67,081 64,069 63,536 62,182 81.6%

15～24歳 55,875 56,901 61,221 57,655 57,056 55,168 49,945 46,369 75.7%

25～49歳 228,375 225,574 218,452 206,970 199,430 195,449 192,769 186,286 85.3%

50～64歳 107,811 102,203 112,641 134,273 141,759 136,302 122,216 117,574 104.4%

65～74歳 66,377 73,133 68,729 58,144 58,783 71,840 86,135 85,489 124.4%

75歳以上 38,885 53,445 69,877 84,624 90,329 89,358 91,040 99,954 143.0%

計 576,511 589,205 607,105 613,114 614,438 612,186 605,641 597,854 98.5%

65歳以上割合 18.3% 21.5% 22.8% 23.3% 24.3% 26.3% 29.3% 31.0%

指数(2020年=100) 95.0 97.1 100.0 101.0 101.2 100.8 99.8 98.5

計 232,550 270,957 287,410 298,549 305,065 308,400 307,241 304,766 106.0%

指数(2020年=100) 80.9 94.3 100.0 103.9 106.1 107.3 106.9 106.0

人口

世帯数
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（３）将来都市構造 

 将来都市像である「人と しごとが輝く しなやかでたくましい都市 川口」を実現するための

土台となる、将来都市構造（土地利用・拠点・ネットワーク）を以下のように設定します。 

 

●土地利用（ゾーニング） 

 これまでの市街地形成の経緯や土地利用特性の違いなどから、市の中央から南部を中心とした

「産住共生都市ゾーン」と、市北部を中心とする「樹園都市ゾーン」に大別します。 

【産住共生都市ゾーン・都心地域】 

 産住共生都市ゾーンでは、地場産業や商業、流通・サービス業などをはじめとした多様な産

業と中高層住宅地等の共生をめざします。特に川口駅・川口元郷駅周辺～西川口駅～ＳＫＩＰ

シティ～鳩ヶ谷駅・南鳩ヶ谷駅に囲まれるエリアを「都心地域」と設定し、質の高い商業や業

務・居住・文化等の都市機能を集積した市街地の形成を図ります。 

【樹園都市ゾーン・緑化産業地域】 

 樹園都市ゾーンでは、緑化産業の振興と自然緑地の保全・整備を図りつつ、緑の空間と低層

住宅等の共生をめざします。特に安行近郊緑地保全区域を中心とするエリアを「緑化産業地域」

と設定し、緑化産業の振興に資する流通・観光・レクリエーション等の機能集積や緑豊かな優

良な宅地開発への誘導を図ります。 

 

●拠点 

 市民や来訪者、事業者等の活動を支える拠点として、「駅を中心とする生活拠点」と「レクリエ

ーション・産業拠点」を設定します。 

【駅を中心とする生活拠点】 

 鉄道駅を中心とした生活圏域を「駅を中心とする生活拠点」と位置づけ、商業・医療・福祉

などの生活サービス機能や各種行政サービス機能の集積を誘導・推進することで、安全・安心

かつ快適で、利便性の高い生活環境の形成を図ります。 

【レクリエーション・産業拠点】 

 グリーンセンターやイイナパーク川口、SKIP シティなど、市内にある集客性の高い施設を

「レクリエーション・産業拠点」と位置づけ、人々が集まる魅力的な空間の形成を図ります。 

 

●ネットワーク 

 人やモノの円滑な移動や生物多様性を支えるネットワークとして、「交通ネットワーク」、「自

然環境ネットワーク」及び「駅間・拠点間ネットワーク」を設定します。 

【交通ネットワーク】 

 市民の暮らしや市内の産業活動を支えるための広域・都市幹線道路網や鉄道をはじめとする

公共交通機関の利便性向上に努め、移動の円滑化をめざします。 

【自然環境ネットワーク】 

 荒川や芝川などの水辺空間については、防災機能にも配慮しながら、市民が身近にうるおい

ややすらぎを感じることができる「水のネットワーク」の構築を図ります。 

 安行近郊緑地保全区域を中心に周辺の緑の拠点を結ぶ回遊エリアについては、市民や来訪者
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が緑化産業の魅力を感じることができる「緑のネットワーク」の構築を図ります。 

【駅間・拠点間ネットワーク】 

 鉄道駅間やレクリエーション・産業拠点間を結ぶ回遊エリアについては、市民や来訪者の誰

もが快適にアクセスできる「駅間・拠点間ネットワーク」の構築を図ります。 

 

【将来都市構造図】 
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２ 後期基本計画各論



めざす姿Ⅰ

全ての人にやさしい
“生涯安心なまち”



Ⅰ 全ての人にやさしい“生涯安心なまち” 

 

施策１ 健康を育むまちづくり 

基本方針                                             目標指標 

●市民の健康への関心を高めて自発的な健康づくりと疾病予防を促し、それを支える保健・医

療体制を充実させることで市民の“健康寿命”を伸ばします。 

 指標 現状(年度) 目標値(R7) 

 この施策の推進が図られていると感じる人の割合[%] 47.1(R2) 現状値を上回る 

 川口市民の 65 歳健康寿命(男性)[年] 16.90(H30) 17.74 

 川口市民の 65 歳健康寿命(女性)[年] 20.00(H30) 20.89 
 

 キーワード 主な背景事象 単位施策 主な取り組み 

１ ●各種健康診査や検

診の受診率の向上 

●妊娠・出産・子育て

への切れ目のない

支援 

●地区担当保健師の

活動の充実 

●感染症による健康

危機への不安 

 

●一次予防として、食生活や運動などによる生活習慣の改善により病気の発症を

抑制し、次に二次予防として各種健康診査や検診などで、早期発見・早期治療

を行う予防医療の重要性がますます高まっています。 

●妊娠や出産、子育てに係る不安軽減への取り組みとして支援体制のさらなる充

実が求められています。また、増加傾向にある外国人住民への対応が課題とな

っています。 

●地区ごとに環境や社会資源、マンパワーなどの格差があり、それぞれの健康課

題に合わせた保健活動が求められています。 

●感染症の発生により、健康危機に対する不安が増大しており、感染症の未然防

止や発生時の拡大防止への迅速な対応が求められています。 

●地域の特性に合わせた市民の健康づくりや、保健、医療、介護、福祉の連携強

化が求められています。 

保健・予防活

動の推進 

●市民一人ひとりの健康意識を高めるため、健康教室などを通して啓発活動を行います。ま

た、各種健康診査、検診、相談といった保健サービスを充実させ、疾病の早期発見・早期

治療を図るとともに、定期予防接種の勧奨を推進し、感染症の予防に努めます。 

●妊娠中の健康状態を良好に保ち、母子ともに健康に出産できるような支援を行うとともに、

不妊治療についても積極的な支援を行い、安心して出産・育児ができる環境を整えます。 

●地域保健センターにおいては、地区担当制を推進し、地域のさまざまな健康課題に取り組

みます。 

●保健所においては、地域の実情を踏まえた適切な保健衛生サービスを提供します。また、

感染症の発生など健康危機の際に迅速かつ適切に対応します。 

●市民の健康づくりを支援するため、体を動かす機会などの拡充に努めます。 

２ ●医療体制の充実 

●高度急性期病院の

必要性 

●急性期医療を担う病院をはじめとして、多くの医療機関が存在し、医療へのア

クセスの良さは強みといえますが、市民の健康意識の多様化に伴う医療ニーズ

が高まる中、さまざまな医療体制の充実が求められています。 

●団塊の世代が後期高齢者となる令和７年度に向け、病院・病床機能の役割分担

を通じて、より効果的かつ効率的な医療体制を構築するため、「高度急性期」「急

性期」「回復期」など、病床機能の再編が進められています。 

医療体制の充

実 

●地域医療体制や救急医療体制の充実を図るため、地域の医療機関の連携を推進し、また、

こども夜間救急診療所等において安定した医療サービスを提供するなど、安心して医療を

受けることができる体制を強化します。 

●医療センターにおいては、公的病院としてさらなる診療機能の充実を図り、地域から信頼

される高度な医療を担う急性期病院をめざします。 

３ ●高齢者の増加 

●医療技術の高度化

による医療費の増

加 

●高齢化が進む中、今後ますます 65 歳以上の高齢者の増加が見込まれることか

ら、医療保険制度の充実が求められています。 

●高齢化の進展や医療の高度化により、国民健康保険・後期高齢者医療保険の医

療費は伸び続けていくことが予想されます。今後は、医療費の抑制と保険税

（料）収納率の向上による安定的な医療保険制度の運営が必要になります。 

医療保険制度

の充実 

●各種健康診査や特定保健指導の実施、人間ドック検診の促進などにより、疾病の早期発見

や生活習慣の改善指導に努め、健康の保持増進を図るとともに、将来の医療費の削減につ

なげます。 

●疾病の早期発見や予防を促進することで、医療費を抑制するとともに、保険税（料）の収

納率向上を図ることで財源を確保し、安定した医療保険制度の運営をめざします。 

 

 

  

対応する主な
SDGs のゴール 
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Ⅰ 全ての人にやさしい“生涯安心なまち” 

 

施策２ 健やかな子育て・子育ち環境づくり 

基本方針                                             目標指標 

●健やかな子どもの成長を支え、子育て・子育ちといえば川口市と言われるような、安心で楽

しい子育て・子育ち環境を整えます。 

 指標 現状(年度) 目標値(R7) 

 この施策の推進が図られていると感じる人の割合[%] 38.3(R2) 現状値を上回る 

 保育所等の待機児童数[人] 38(R2) 0 
 

 キーワード 主な背景事象 単位施策 主な取り組み 

１ ●地域の人間関係の

希薄化 

●子育て支援体制の

充実 

●社会構造の変化による地域の人間関係の希薄化に伴い、子育てをする親の負担

や不安、孤立感が高まっています。 

●障害児への支援の充実や児童虐待の防止など、子育てをめぐるさまざまな課題

への対応とともに、地域全体で子育てを応援する気運の醸成が求められていま

す。 

子育て支援

の充実 

●子どもや親子、親同士の交流の場、親子での遊びの機会を提供し、各種相談・情報提供の場

を充実させていくことで、子育てへの不安や負担の軽減を図り、安心して楽しく子育てがで

きる環境を整えます。 

●子ども一人ひとりを取り巻く環境や心身の状態を十分に踏まえ、学習と体験の機会の拡充、

心身の発達への支援、障害のある子どもにとっても住みやすいまちづくりに向けて、行政や

関係機関をはじめ、地域全体で支援する体制を強化します。 

２ ●保育ニーズの多様

化 

●待機児童の解消 

●少子化が進行している状況においても、子育て世帯の女性就業率の上昇などに

より、さまざまな保育ニーズが生じています。 

●本市では、保育所等の待機児童が解消されない状況の中、今後の保育需要を見

据えた効果的な保育の受入枠の確保が求められています。 

保育環境の

充実 

●病児・病後児保育、一時預かり保育、延長保育など、多様化する保育ニーズに対応し、安心

して子育てができるよう保育事業の充実を図ります。 

●地域の実情に応じた保育ニーズを把握し、保育所、認定こども園など多様な施設整備を進め

るとともに、安全・安心な保育を実現するため、人材の確保と資質の向上を図ります。 

３ ●子どもの遊び場の

減少 

●子どもの居場所 

●都市化や少子化によって遊びの場所や機会が減少し、また、核家族化や地域の

人間関係の希薄化により、子どもの社会への関わり方が変化するなど、昨今の

社会情勢の変化は、子どもにとっても少なからず影響を及ぼしています。 

●学校生活以外の子どもの居場所づくりや、経済的に課題のある世帯の子どもへ

の支援など、地域で子どもたちに寄り添う取り組みが必要とされています。 

児童の健全

な育成 

●家庭・地域・学校・行政が連携して、子どもの居場所をつくり、さまざまな活動と成長を見

守る環境を整えます。 

●子どもが自ら育つ力を身につけ、心身ともに健やかに成長することに資するため、放課後児

童クラブや児童センターなど児童健全育成事業の充実を図り、子どもの集いや学びあいの場

所を提供していきます。 

●子どもの権利の視点から、子どもの貧困をとらえ、全ての子どもたちに生まれ育った家庭の

経済状況等に関わらず、未来への希望を持ち、自立する力を伸ばすことのできる機会と環境

を提供していきます。 

 

  

対応する主な
SDGs のゴール 
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Ⅰ 全ての人にやさしい“生涯安心なまち” 

 

施策３ 高齢者の暮らしの安心・生きがいづくり 

基本方針                                             目標指標 

●急速な高齢化が進展する中、住みなれた地域で高齢者が元気に生きがいを持ち、いかなる心

身の状態にあっても、地域で安心して暮らせる環境づくりを推進します。 

 指標 現状(年度) 目標値(R7) 

 この施策の推進が図られていると感じる人の割合[%] 27.7(R2) 現状値を上回る 

 
要介護認定を受けている高齢者の割合[%] 16.2(R2) 

R7 年の推計値 

を下回る 

 生活機能が低下した高齢者の介護予防教室の参加者数[人] 639(R1) 704 
 

 キーワード 主な背景事象 単位施策 主な取り組み 

１ ●高齢化の進展に伴

う認知症高齢者の

増加 

●地域コミュニティ

機能の低下 

●高齢化率が急速に高まっている中、今後は一人暮らしの高齢者や、高齢者のみ

の世帯、認知症高齢者のさらなる増加が見込まれます。 

●高齢者の価値観・ライフスタイルの多様化に伴い、高齢者福祉へのニーズも多

様化しています。 

●地域コミュニティが希薄な近年では、地域の見守りや近所付き合いなどが減少

し、通院や買い物、健康管理といった日常生活に不便や不安を感じている高齢

者が増えています。 

高齢者福祉の

充実 

●高齢者を対象に生活支援や対策を推進していくことで、高齢者の不安を解消し、住みなれ

た自宅で安心して暮らすことができる環境づくりを進めます。 

２ ●一人暮らしの高齢

者や高齢者のみの

世帯の増加 

●地域包括ケアシス

テムの深化・推進 

●地域での支えあい

のしくみづくり 

●高齢化のさらなる進展により介護サービスの需要がより一層高まるとともに、

一人暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯も増加することで、より質の高いサー

ビスが介護事業に求められています。 

●高齢者になっても住みなれた地域で暮らし続けていくためには、医療・介護・

予防・生活支援・住まいが一体的に提供される地域包括ケアシステムの深化・

推進が求められています。 

●地域包括ケアシステムは、単なる介護サービスでは補えない、町会・自治会な

どの地域での支えあいのしくみづくりが必要になります。 

介護事業の充

実 

●介護サービスの利用者負担額の軽減を図ることで、低所得者でも安心して介護サービスが

利用できるようにします。また、介護保険事業者を育成し、介護サービスの質の向上を図り

ます。 

●介護予防などの取り組みを推進し、高齢者が要支援・要介護状態となることを防ぐととも

に、在宅医療と介護の連携を図りながら、地域の特性を活かし、要介護状態になっても安心

して生活できる環境づくりを進めます。 

●高齢者が安心して暮せるための医療・介護・予防・生活支援などのつなぎ役である地域包括

支援センターの効果的な運営を図ります。 

●地域の多様な関係者間での情報共有や、連携・協働による取り組みを推進し、地域の人々が

お互いに助け合い、支えあいながら地域の課題に取り組めるよう支援を行ないます。 

３ ●元気な高齢者の増

加 

●高齢者の社会参加

と居場所づくり 

●元気な高齢者の存在により、高齢者の価値観やライフスタイルも多様化し、健

康や生きがいづくりへのニーズは、さらに高まることが予想されます。 

●高齢者の経験や技能を活かすためにも、人材を必要とする企業とのマッチング

や地域社会へ貢献できる環境づくりが必要になります。 

社会参加の場

と機会の充実 

●高齢者のニーズが高い趣味や教養を扱うセミナーの開催、生きがいづくり、悩み事などの

相談体制を整えることで、健康で生きがいのある生活をサポートします。 

●高齢者が心豊かな生活を送れるよう、生涯スポーツ・レクリエーション活動の活性化やボ

ランティアなどの地域社会への貢献活動の推進を図るため、老人クラブなどの地域の活動

や社会参加へのきっかけづくりを支援します。 

●高齢者の経験や技能を地域社会に提供するための就労環境づくりを支援していきます。 

 

 

 

 

 

                               

                                

対応する主な
SDGs のゴール 
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Ⅰ 全ての人にやさしい“生涯安心なまち” 

 

施策４ 誰もが安心して生活できる環境づくり 

基本方針                                             目標指標 

●子どもから高齢者まで、年齢・性別、障害の有無などにかかわらず、誰もがその人らしく、

安心して充実した生活ができる環境を整えます。 

 指標 現状(年度) 目標値(R7) 

 この施策の推進が図られていると感じる人の割合[%] 31.0(R2) 現状値を上回る 

 障害者相談支援センターの相談件数[件] 41,847(R1) 62,355 
 

 キーワード 主な背景事象 単位施策 主な取り組み 

１ ●地域の相互扶助機

能の低下 

●ノーマライゼーシ

ョンの推進 

●少子高齢化や核家族化のみならず、人々の価値観の多様化がもたらす地域の相

互扶助機能の低下により、今まで地域が担ってきた身近な生活課題の解決が困

難になっています。 

●心や施設のバリアフリーを推進するためにも、ノーマライゼーションの考え方

を浸透していく必要性が高まっています。 

誰もが安心し

て生活できる

仕組みや環境

づくり 

●さまざまな啓発活動やイベントの展開、心や施設のバリアフリー化など、子どもから高齢

者まで、年齢・性別、障害の有無などにかかわらず、誰もがその人らしく、安心して充実し

た生活ができる仕組みや環境づくりを推進していきます。 

２ ●障害者差別解消法

の制定 

●障害者数の増加 

●障害者介護の不安 

●障害者差別解消法が制定され、障害のある人への差別をなくし、合理的配慮を

行い、障害の有無にかかわらず、共に生きる社会の実現をめざしています。 

●本市における障害者手帳所持者数は年々増加傾向にあり、特に精神障害者の増

加率が高い傾向を示しています。 

●本市が実施したアンケートによると、障害者の多くは将来にわたる生活の場や

収入などに不安を抱き、相談体制や情報提供の充実、サービス利用手続きの簡

素化が求められています。 

●多くの障害者は家族などのサポートを必要としている一方、介護する側では、

日頃の介護や将来の不安など、身体的・精神的に大きな負担を抱えながらサポ

ートを続けています。 

障害者を支え

る仕組みづく

りの推進 

●あいサポート運動を展開し、障害のある人もない人も地域の中で共に生活しやすい社会を

実現できるように啓発活動を推進します。 

●保健・医療・福祉・労働・教育などの関係機関の相互連携や、災害時の支援などにより、生

涯にわたって安心して生活ができる環境を整えます。 

●障害者や支援者に対する相談やサービス、利用計画などの作成を通じて、地域社会の中で

自立した生活を営むことができる環境づくりを進めます。 

●障害者や支援する家族などの不安や負担を軽減するため、その障害の特性に応じた支援を

していきます。 

３ ●生活の困窮予防と

貧困の連鎖防止 

●生活困窮者の増加 

●生活が困窮するとその状況から抜け出すことが困難であり、さらには、貧困の

連鎖を生み出してしまう可能性があります。そのため、生活困窮者には生活保

護になる前の自立支援策が求められています。 

●生活保護の被保護世帯、被保護人員ともに増加傾向にあります。 

低所得者の生

活安定への支

援 

●生活困窮者が自立した暮らしができるように、住居の確保や、就労準備、子どもの学習支

援、各種相談機会の提供、一時的な資金の貸付など、さまざまな取り組みを推進します。 

●生活保護については、被保護世帯への適切な相談・指導・支援などにより世帯の自立を図り

ます。また、生活保護制度の適正な運営のため、不正受給の防止や後発医薬品の使用促進な

どに取り組みます。 

４ ●環境衛生活動の充

実 

●火葬場の開設 

●市営霊園の老朽化 

●良好な生活環境を保つため、清潔で明るい住みよいまちを実現するための活動

や、環境づくりが求められています。 

●これまで市内には火葬場がなく、市制施行以来の懸案事項でしたが、平成 30 年

４月に川口市めぐりの森を開設しました。 

●川口市安行霊園は、開園後 50 年以上が経過しており、施設全体の老朽化が課

題となっています。 

環境衛生の充

実 

●良好な生活環境を保つため、地域における環境衛生活動などを支援し、清潔で明るい住み

よいまちづくりを推進します。 

●市民が安心して利用できるよう、火葬場の適切な管理運営に努めます。 

●市民ニーズを踏まえた市営霊園の整備を進めます。 
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めざす姿Ⅱ

子どもから大人まで
“個々が輝くまち”



Ⅱ 子どもから大人まで“個々が輝くまち” 

 

施策１ 子どもがのびのび学べる環境づくり 

基本方針                                             目標指標 

●子どもたちが、さまざまな体験や学びを通じて自身の夢や希望を持ち、積極的に挑戦し続け

られるよう、知・徳・体の調和のとれた人間形成をめざします。 

 指標 現状(年度) 目標値(R7) 

 この施策の推進が図られていると感じる人の割合[%] 28.2(R2) 現状値を上回る 

 埼玉県学力・学習状況調査結果において県平均を上回る項目
数(全 14 項目)[項目] 

9(R1) 10 

 新体力テストの達成度(小 6)[%] 56(R1) 56 

 新体力テストの達成度(中 3)[%] 56(R1) 68 
 

 キーワード 主な背景事象 単位施策 主な取り組み 

１ ●明るく元気な子ど

もの成長を促す幼

児教育の推進 

●学力・徳力・体力向

上の推進 

●一人ひとりの教育

的ニーズに応じた

特別支援教育の推

進 

●幼児期の教育は、生涯にわたる人格の基礎を形成する大切なものであり、さま

ざまな生活体験を通した子どもの成長が必要です。また、小学校教育との円滑

な接続を図るために、子どもの発達や学びの連続性を踏まえた取り組みを行う

ことが重要です。 

●グローバル化など多様な変化が今後も予想される社会においては、基礎的な知

識の定着と学力の向上とともに、それを実生活で活かすための思考力・判断力・

表現力が必要となっています。また、自らを律し相手を思いやる心と、健やか

な体を育てることも求められています。 

●特別な支援を必要とする子どものニーズが多様化していることから、きめ細か

な対応が求められています。 

幼稚園・小学

校・中学校教

育の充実 

●市立幼稚園においては、家庭と連携し、基本的な生活習慣を身に付けさせるとともに、遊

びを中心とした自然体験や社会体験、知的発達を促す体験などを通し、知・徳・体の素地

形成に向けた教育活動を推進し、明るく元気で笑顔を絶やさぬ子どもの成長を促します。

また、小学校への移行を円滑にするために、発達の段階を踏まえた教育を推進します。 

●義務教育課程においては、学力の３要素である(１)基礎的・基本的な知識・技能の定着、

(２)思考力・判断力・表現力の育成、(３)主体的に学習に取り組む態度の育成に力を注ぎ

ます。同時に、指導の充実・改善に努め、「主体的・対話的で深い学び」を実現するために

授業力の向上を推進します。また、さまざまな学力向上支援を実施し、学びへの興味を喚

起するとともに、科学的な見方や考え方を養い、自ら表現をしていくような取り組みを推

進します。 

●子どもたちが、自他の生命を尊重し、それぞれの大切さを認めるという態度や行動がさま

ざまな場面で現れるよう、人権教育の充実を図るとともに、道徳教育を推進します。また、

子どもたちが積極的に地域社会に触れることで、将来の夢や希望を抱き、生活や学習が豊

かになるよう、職業体験や自然体験、映像学習などをはじめとする、さまざまな体験活動

を展開します。 

●運動技能や体力を向上させる授業を充実させ、子どもたちに生涯にわたって、運動に親し

む資質や能力の基礎を育てる取り組みを実施します。また、学校給食の充実や健康管理・

健康増進などの支援を行うことにより、食や自身の健康に関する正しい知識や判断力を養

います。 

●特別な支援を必要とする子ども一人ひとりの教育的ニーズを把握したうえで、必要な支援

を検討し、将来に向けた自立と社会参加を視野に入れた特別支援教育の体制づくりを推進

します。 

２ ●学力向上のリーデ

ィング校となる川

口市立高等学校の

教育環境の充実 

●市立高等学校３校を再編・統合して平成 30 年４月に開校した川口市立高等学

校には、知・徳・体の調和のとれた人材の育成や、本市の将来を背負って立つ

地域社会のリーダーの育成が求められています。また、本市全体の学力向上を

担うリーディング校としての役割も求められています。 

高等学校教育

の充実 

●川口市立高等学校を本市の教育拠点とし、学力向上のリーディング校にするため、地域社

会や SKIP シティを中心とする産学官と連携しながら、施設・人材・教材などの充実を図

り、地域社会のリーダーとなる人材を育成するための環境づくりを進めます。また、川口

市立高等学校で中高一貫教育を実施することにより、６年間を見通した計画的・継続的な

教育課程を展開することが可能となり、生徒の個性を伸ばすとともに、才能を発見し、幅

広い年齢の集団活動により、社会性や豊かな人間性を育成します。 

●科学技術や理科、数学などの自然科学分野の知識や技術の習得に注力し、科学技術創造立

国である我が国をリードする人材を育成します。 

●文武両道の教育方針のもと、大学や民間教育機関などとの連携による学力向上を進めます。

また、生徒の多様な興味や関心、進路希望に対応したキャリア教育を実践することで、進

路保証ができる教育を推進します。 
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Ⅱ 子どもから大人まで“個々が輝くまち” 

 

施策２ 子どもの成長をサポートする基盤づくり 

基本方針                                             目標指標 

●学校・家庭・地域と行政が相互に補完・連携しながら、さまざまな社会経験の場や見守

りの機会を増やし、子どもの成長をサポートする基盤をより強固なものにしていきま

す。 

 指標 現状(年度) 目標値(R7) 

 この施策の推進が図られていると感じる人の割合[%] 35.1(R2) 現状値を上回る 

 不登校児童の割合(小学校)[%] 0.74(R1) 現状値を下回る 

 不登校生徒の割合(中学校)[%] 4.25(R1) 現状値を下回る 

 地域の人に勉強や運動を教えてもらっていると感じている児童

の割合(小6)[%] 
41.8(H31) 現状値を上回る 

 地域・社会をよりよくするための参画意識(中3)[%] 35.3(H31) 現状値を上回る 
 

 キーワード 主な背景事象 単位施策 主な取り組み 

１ ●指導力の高い教員

の育成・確保 

●インターネットな

ど情報社会の進展

への対策 

●いじめ問題、不登

校の解決 

●教育機会の確保 

●教員の世代交代が急速に進む中にあって、学校教育の質の維持向上を図るため

には、優れた指導力や高い使命感を持つ教員の育成と確保が必要です。 

●情報化の進展がめまぐるしい現代においては、情報活用能力を身に付ける必要

がありますが、インターネットなどの使い方によっては、依存による生活習慣

の乱れや犯罪・トラブルに巻き込まれる危険性があることから、情報モラル教

育の充実やセキュリティの向上が求められています。 

●本市では全国的な傾向と同様に、中学生に不登校の問題が多くみられます。不

登校やいじめの問題については早期発見と一人ひとりに適した対応が重要と

なっています。 

●戦後の混乱期に学校に通えなかった人や、不登校など何らかの事情により学校

に十分通えなかった人、また、出入国管理法の改正により外国人の増加が見込

まれる中、学びを必要とする人に対して教育の機会を確保することが重要とな

っています。 

学校の教育力

向上 

●学校の教育力を向上させるためには、教員の指導力の向上や、さまざまな問題解決能力の

向上を必要としていることから、教員に対する各種研修を充実させ、学校教育を担う教員

の資質向上と確保に努めます。 

●学校教育において ICT の積極的な活用を図り、子どもの情報活用能力を向上させるととも

に、インターネットや SNS 上の誹謗中傷や個人情報流出といった諸問題に対応するため、

情報モラルやセキュリティの大切さを理解する機会を設けます。 

●多様な子ども達を誰一人取り残すことのない公正に個別最適化された学びをめざす GIGA

スクール構想の実現に向けて、ICT の活用に特化した教職員研修の充実を図ります。 

●いじめ問題や不登校などの課題については、子どもの人権に関わる重大な問題であるとの

認識のもと、学校内だけでなく家庭や地域と連携を図り、教育相談を丁寧に行いながら、

根絶・解消に努めます。また、問題が深刻になる前に解決できるよう、未然防止や早期発

見のための取り組みを実施します。 

●公立夜間中学を開設したことにより、学びを求める多くの人に学習の機会を保障する と

ともに、教育課程の工夫により、学びを充実させることで人生を豊かにしたり、社会参加

できる人材の育成を図ります。 

２ ●学校応援団活動の

充実 

●体験活動の奨励 

●青少年指導者の養

成・資質向上 

●地域コミュニティ

の希薄化 

●困難を抱える子ど

も・若者への対応 

●子どもの心や体の成長には、学校だけではなく、家庭や地域も大切な役割を担

っています。学校・家庭・地域が役割分担を明確にしつつ、相互に補完し、連

携して子どもの成長を見守る必要があります。 

●少子化・核家族化の進展や、地域コミュニティの希薄化などにより、子どもの

活動の場が狭い範囲になる傾向があります。子どもが自ら考え、行動する習慣

を身につけ、自己肯定感を持って成長できるよう、自然体験や生活体験の機会

を提供し、また、地域活動などを通して、積極的な社会参加を促すことが大切

です。 

●地域のつながりが希薄化しており、子どもの行動が外部から認識されにくく、

問題が深刻化しやすくなっています。 

●子どもや若者を取り巻く環境が変化する中で、ニートやひきこもり、不登校、

発達障害など、さまざまな要因により社会生活を送ることに困難をきたす子ど

もや若者への対応が求められています。 

地 域 の 教 育

力・健全育成

活動の充実 

●学校運営協議会と地域学校協働活動が連携・協働しながら、地域住民等の参画を得て取り

組む学校応援団や放課後子供教室の活動を基礎に、学校と地域等を双方向の関係に発展さ

せ、地域全体で子どもの学びや育ちを支えます。 

●子どもが生きる力を身につけ、将来、自立した社会生活が営めるよう、各種体験事業など

を実施します。また、地域活動やボランティア活動、世代間交流などへの積極的な参加を

促し、地域への愛着や連帯意識を持ち、他者を思いやることができる人づくりを行います。 

●子どもに体験活動の機会を提供する青少年団体の活動を促進し、指導者の養成や資質向上

に努めます。 

●学校・家庭・地域などと連携し、子どもや若者を非行や犯罪から守り、健全な育成に望ま

しい環境づくりを推進します。また、市民意識の高揚を図るため、啓発活動などを継続的

に展開します。 

●困難を抱える子どもや若者に対し適切に相談・支援ができるよう関係諸機関が連携を図り

ながら社会全体で支援できる体制づくりを推進します。 
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Ⅱ 子どもから大人まで“個々が輝くまち” 

 

施策３ 市民が自己実現をめざせる環境づくり 

基本方針                                             目標指標 

●自己実現をめざす市民の多様な学習・活動意欲の高まりに対応するため、さまざまな支援を

行い、一人ひとりの個性や魅力を伸ばす環境をつくります。 

 指標 現状(年度) 目標値(R7) 

 この施策の推進が図られていると感じる人の割合[%] 34.4(R2) 現状値を上回る 

 生涯学習施設の利用者数[人] 6,202,448(R1) 6,559,586 
 

 キーワード 主な背景事象 単位施策 主な取り組み 

１ ●生涯学習活動の拠

点としての公民館 

●生きがいづくりや

自己実現に応える

市民大学 

●ネットワーク機能

を活用した図書館

サービス 

●常に新しい発見が

できる科学館 

●本市では、これまでも、さまざまな生涯学習機会を提供してきましたが、ライ

フスタイルや価値観の変化により、生涯学習へのニーズが多様化している中、

公民館や図書館、科学館では、それぞれの機能を活かし事業を推進しています。 

生涯学習活動

の支援 

●公民館などでは身近な生活に関わる今日的課題や市民のニーズに合わせた市民大学事業な

どの学習機会を提供し、自己充足を図ります。併せて、学習成果や地域の人材資源を地域

づくりに活かす仕組みづくりを推進します。 

●図書館では、市民の知的欲求に応えるため、計画性のある図書館資料の収集、保存に努め、

調べものを手伝うレファレンスサービスを充実するとともに、あらゆる世代が読書に親し

む機会を提供し、生涯学習活動を支援していきます。 

●科学館では、見て触れる展示装置や身近な事象をテーマにした科学イベント、特色のある

３つの天文台、リアルでダイナミックなプラネタリウムなど、市民が自ら科学の楽しさを

発見する場や機会を提供します。 

２ ●地域コミュニティ

の拠点としてのス

ポーツ施設 

●生涯にわたるスポ

ーツ・レクリエー

ション活動 

●本市は、これまでも青木町公園総合運動場や多くのスポーツセンターを中心に

スポーツ・レクリエーション活動が活発に行われてきました。スポーツ団体な

どのサポート組織が充実していることも大きな特徴です。 

●高齢化の進展により、健康増進や生きがいづくりといったスポーツへのニーズ

がますます増加することが想定されます。 

スポーツ・レ

クリエーショ

ン活動の支援 

●スポーツ施設において、大会やさまざまなイベントを行い、市民の体力向上を推進し、心

の充足を図ります。 

●各競技団体を支援していくことで、競技人口の裾野を広げるとともに、人材の育成に力を

注ぎ競技力の向上を図ります。 

３ ●文化芸術に対する

意識の向上 

●文化の発信拠点で

あるリリア 

●アートの新たな発

信拠点となる美術

館の整備 

●心豊かな生活を送るため、文化芸術に触れる機会が求められています。また、

本市に脈々と息づいているものづくり産業と優れた文化芸術が結びつくこと

で、新たな創造や活動が地域に根付くことが期待されます。 

●本市は中核市に移行し、文化芸術の分野においても、中核市に相応しい文化施

策の充実と環境整備が求められています。 

文化芸術活動

の支援 

●リリアやアートギャラリー・アトリアなどにおいて、誰もがゆとりとうるおいを実感でき

る心豊かな市民生活の創出をめざし、優れた文化芸術に親しむ機会を提供することで、文

化芸術意識の向上を図ります。 

●市民の自主的な文化事業や創造的な文化芸術活動を支援していきます。 

●文化芸術を担う人材を発掘し、将来の文化芸術の担い手の育成を図ります。 

●中核市に相応しい文化芸術の高揚を図るとともに、新たな美術館の整備を検討します。 

●本市に寄贈された作品を本市の歴史、文化、産業等とともに紹介する展覧会を市内産業団

体等と連携して実施します。 
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Ⅱ 子どもから大人まで“個々が輝くまち” 

 

施策４ 互いに尊重・理解し合う環境づくり 

基本方針                                             目標指標 

●さまざまな交流や啓発の機会を設け、誰もがお互いを尊重・理解し合える環境を整え、人権

を尊重し、差別のない、みんなで支え合うまちをめざします。 

 指標 現状(年度) 目標値(R7) 

 この施策の推進が図られていると感じる人の割合[%] 35.0(R2) 現状値を上回る 

 各種審議会・委員会への女性の登用率[%] 28.5(R2) 35.0 

 多文化共生関連事業の参加者数[人] 1,539(R1) 
外国人人口の伸び

率を上回る 
 

 キーワード 主な背景事象 単位施策 主な取り組み 

１ ●さまざまな人権問

題 

●人権問題の複雑化 

●人権問題は、市民一人ひとりの意識によるところが大きく、市民の人権に対す

る意識は高まっているものの、偏見や理解不足による差別や虐待といった人権

問題は今なお存在しています。 

●少子高齢化やライフスタイル・価値観の多様化によりさまざまな人権問題が絡

まりあうなど問題が複雑化しています。 

人権を尊重し

た社会づくり 

●人権尊重都市宣言の趣旨に則り、自由で平等な明るい社会の実現をめざします。 

●人権教育・啓発・相談といった事業を積極的に推進し、女性や子ども、高齢者、障害者、

外国人などに対する偏見と理解不足から生じる差別や、同和問題、インターネットによる

人権被害といったさまざまな人権問題の解決に向けて取り組み、平和で人間性豊かな地域

社会の創造をめざします。 

●拉致被害者を抱える自治体として、北朝鮮拉致問題を啓発し、解決に向けた活動を支援し

ます。 

２ ●性別による固定的

な役割分担意識 

●ワーク・ライフ・バ

ランスの必要性 

●「男性は仕事、女性は家庭」といった性別による固定的な役割分担意識はいま

だ根強く残っています。 

●社会におけるさまざまな男女間格差を一因とする DV やセクシュアルハラスメ

ントなどが問題となっています。 

●過度な長時間労働による男性の家事・育児への参加率の低さや、子育て期の女

性の就業率の低さなど、ワーク・ライフ・バランスの必要性も問われています。 

男女共同参画

を 進 め る 意

識・環境づく

り 

●情報紙・啓発誌の発行やセミナーなどの開催により、性別による固定的な役割分担意識を

見直し、家庭・職場・地域などあらゆる場で、男女がともに活躍する社会を推進していき

ます。 

●DV やセクシュアルハラスメントなどの人権侵害に関する啓発や相談により、発生の防止や

解決に向けての情報提供を行っていきます。 

●さまざまな分野における方針の企画・立案及び決定過程への女性の参画を推進していきま

す。 

３ ●外国人住民の増加 

●多文化共生社会の

形成 

●外国人住民は増加を続けており、異文化との出会いが増えるため、文化の違い

を尊重し理解し合うことが求められています。 

●グローバル化が進む時代においては、外国語能力や表現力といったコミュニケ

ーション能力を高め、異文化を理解するとともに文化の違いを尊重し、国際交

流に対し意欲的に行動できる人材が求められています。 

国際理解・交

流の推進 

●日本における生活ルールや習慣を啓発することなどにより、外国人が地域社会にとけこみ、

文化の異なる日本で安心して日常生活を送れるように支援します。 

●市民・地域・団体・行政が連携して、異文化を相互に理解し、多文化の交流を推進するこ

とにより、多文化共生社会の形成をめざします。 

●国際交流に対する認識や意欲、能力を備えた人材を育成し、国際交流活動を推進します。 
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めざす姿Ⅲ

産業や歴史を大切にした
“地域の魅力と誇りを育むまち”



Ⅲ  産業や歴史を大切にした“地域の魅力と誇りを育むまち” 

 

施策１ 地域経済基盤づくり 

基本方針                                          目標指標 

●企業の経営基盤の強化を支援し、さらに市産品のブランド化や販売促進に力を注ぐこ

とで市内産業の経済活動を活発化します。 

 指標 現状(年度) 目標値(R7) 

 この施策の推進が図られていると感じる人の割合[%] 30.3(R2) 現状値を上回る 

 技能検定等受検手数料助成金交付件数[件] 42(R1) 100 

 市内総生産額[百万円] 1,446,635(H29) 
県内市町村における
伸び率を上回る 

 

 キーワード 主な背景事象 単位施策 主な取り組み 

１ ●中小企業への制度融

資の充実 

●市内企業の販路拡大

支援 

●地域貢献活動を行う

事業者の存在 

●事業承継の支援 

●創業の支援 

●市内中小企業の経営基盤を強化するため、事業者の積極的な財務状況の改善、

研究開発・設備への投資、生産性向上といった活動を促す必要があります。 

●地域経済の活性化のため、全市をあげて市産品の活用を促進するとともに、

販路の拡大を支援していく必要があります。 

●鋳物・機械・植木などをはじめとした本市の産業は、次世代の経営者が不足し

事業承継が難しくなっています。 

●中小企業が減少している中で、民間活力を高めていくためには、地域の開業

率を引き上げ、雇用を生み出し、産業の新陳代謝を進めていくことが求めら

れています。 

企業経営の強

化支援 

●市内中小企業などの経営基盤強化のため、事業に必要な運転資金、設備資金及び ICT など

の先進技術導入のための資金に対する制度融資の充実を図ります。 

●市産品の活用促進イベントや庁内消費などの取り組み、市民消費活動の促進により、市内

経済に波及効果を及ぼし、産業の活性化を図ります。 

●地域社会への貢献活動を行う市内事業者などを支援するとともに、積極的に市内外へ PR

し、事業者の社会的信頼の向上及び販路拡大を図ります。 

●後継者の人材育成や M＆A等の｢第三者承継｣の支援をすることで、今ある会社・事業を次世

代に引き継ぐ環境づくりをめざします。 

●創業に関するセミナー・講習会や、専門家による個別相談などの取り組みにより、創業希

望者の課題解決のための支援を行います。 

２ ●少子高齢化社会にお

ける労働力の確保 

●女性の社会進出を支

援 

●川口若者ゆめワーク

での就職支援体制 

●少子高齢化社会下での労働力人口の減少により、市内企業での労働力の確保

が懸念されています。 

●日本は欧米に比べ女性の社会進出は遅れており、指導的地位に占める女性の

割合も低くなっています。 

●若者をはじめ、幅広い年代の求職者を対象に就職の支援をし、生活を安定さ

せることが望まれています。 

就労環境の向

上 

●合同企業面接会などにより、市内企業の人材確保につながる支援をし、雇用の安定を図り

ます。 

●女性のさらなる社会進出を支援する事業の実施により、企業内で女性が活躍する場を増や

し、市内企業の成長、市内産業の活性化を図ります。 

●川口若者ゆめワークにおいて、若者、シニア、女性を対象として、就職に必要な知識の習

得及び企業との面接会などの就職支援を行うことで、就職者数を増加させ、市民生活の安

定を図ります。 

３ ●産業クラスターの形

成に向けた取り組み 

●市内中小企業の存続・発展のためには、企業が互いに連携し、時代のニーズに

合った新たな商品の開発や新分野への進出を促進していくことが求められて

います。 

企業間連携の

支援 

●産業クラスターの形成などに向けた取り組みを推進し、新分野進出や事業受発注、新製品

開発などの企業間連携を支援します。 

●商工会議所・商工会などの活動を支援します。 

４ ●技術・技能の後継者

不足 

●若者の就業者の比率が減少傾向であるために、市内製造業における技術・技

能の後継者が不足しています。 

●市内製造業に在籍する卓越した技術・技能者を多くの市民に認識してもらう

ために、広く周知していく必要があります。 

担い手の育成

と技術の振興 

●ものづくりイベントを通じて年代を問わず多くの市民が職人と接し、その高度な技を直接

感じるとともにものづくりの楽しさを体験し、技術・技能を尊重するまちづくりを図りま

す。 

●卓越した技術・技能者を顕彰することで企業内外における評価を向上させ、担い手を確保・

育成し、市内製造業の活性化と技術の振興を図ります。 
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Ⅲ  産業や歴史を大切にした“地域の魅力と誇りを育むまち” 

 

施策２ 活力ある工業等の振興 

基本方針                                             目標指標 

●高い技術力を活用した製品の高付加価値化や積極的なPRといった差別化を図る活動を支援

し、ものづくり産業の振興を図ります。 

 指標 現状(年度) 目標値(R7) 

 この施策の推進が図られていると感じる人の割合[%] 40.5(R2) 現状値を上回る 

 従業者数（製造業）[人] 22,866(H30) 
全国における 

伸び率を上回る 

 製造品出荷額[百万円] 495,006(H30) 
全国における 

伸び率を上回る 
 

 キーワード 主な背景事象 単位施策 主な取り組み 

１ ●グローバル社会にお

ける競争力強化の必

要性 

●グローバル化による新興国との競争激化によって、円安の状況においても、

輸出増に結びつきにくい経済環境となっています。本市では鋳物・機械・木型

といった代表的な工業が発展してきましたが、これらの産業界においても、

国内だけでなく国際的な競争力が不可欠となっています。 

ものづくり産

業のさらなる

振興 

●市内企業の競争力を高めるために、技術力の維持強化や製品の高付加価値化、製品の PR、

販路拡大の支援を行い、ものづくり産業の振興を図ります。 

２ ●企業立地の推進によ

る地域経済の活性化 

●地域経済をさらに活性化させていくため、市内中小企業の事業拡張や市外か

らの企業立地を、さらに強力に支援していくことが求められています。 

●都市化の進展による工業地域への住宅立地が進み、地域住民と事業者が協調

したまちづくりが求められています。 

企業立地及び

業務拡張等の

支援 

●市内企業の新規事業及び事業拡張などを支援するとともに、市外企業の市内への進出を促

進するため、補助や融資を行います。さらに企業が立地できる環境を整備します。 

●企業が、地域との良好な関係を維持するために、地域の一員としてコミュニティ形成を図

る活動を支援していきます。 
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Ⅲ  産業や歴史を大切にした“地域の魅力と誇りを育むまち” 

 

施策３ 活気ある商業の振興 

基本方針                                             目標指標 

●人々が買い物を楽しめる商業環境づくりと、地域に密着した商店街の魅力づくりを支援し、

商業の振興を図ります。 

 指標 現状(年度) 目標値(R7) 

 この施策の推進が図られていると感じる人の割合[%] 63.9(R2) 現状値を上回る 

 従業者数(卸売業・小売業)[人] 30,842(H28) 
全国における 
伸び率を上回る 

 年間商品販売額[百万円] 1,122,968(H28) 
全国における 
伸び率を上回る 

 

 キーワード 主な背景事象 単位施策 主な取り組み 

１ ●大型店やチェーン店

の進出 

●インターネットショ

ッピングの利用増加 

●消費者ニーズの多様

化 

●消費者の高齢化 

●空き店舗の増加 

●大型店やチェーン店の出店、インターネットショッピングの利用増加は、個

店の事業活動や利用者の消費行動に大きな影響を及ぼしています。 

●消費者ニーズの多様化は、商店街にとって脅威となる一方、販路の拡大など、

ビジネスチャンスであるともとらえられます。 

●消費者の高齢化に伴い、商業活動においても高齢者への配慮が必要となって

きています。 

●商店街は、地域経済において重要な役割を担うとともに、地域の暮らしを支

える生活基盤として多様なコミュニティ機能も担っています。 

にぎわいある

商業活動の振

興 

●多様化する消費者ニーズに応えるため、大型店などとの差別化を図りつつ、個店の特性を

活かした個性的で魅力ある商店街づくりを支援します。 

●空き店舗対策等、商店街の良好な景観づくりを支援します。 

●商店街を核とした地域コミュニティの醸成や高齢者にやさしい施策を展開することで、地

域の暮らしを支える商店街の魅力づくりを支援します。 
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Ⅲ  産業や歴史を大切にした“地域の魅力と誇りを育むまち” 

 

施策４ 魅力ある農業の振興 

基本方針                                             目標指標 

●歴史と伝統を誇る植木を中心とする花きや野菜といった本市の農産物（生産地）のブランド

力向上と販路拡大を図るとともに、首都圏で貴重な農地を保全する仕組みを作ることで、都

市農業の振興につなげていきます。 

 指標 現状(年度) 目標値(R7) 

 この施策の推進が図られていると感じる人の割合[%] 49.9(R2) 現状値を上回る 

 市内総生産額（農業）[百万円] 1,516(H29) 
県内市町村における
伸び率を上回る 

 市民農園区画数[区画] 741(R1) 951 
 

 キーワード 主な背景事象 単位施策 主な取り組み 

１ ●農業者の高齢化と後

継者の不足 

●「植木の里・安行」ブ

ランドの強化 

●ブランド強化による

本市の農業 PR や販

路拡大の必要性 

●市街化調整区域にお

ける農業振興事業計

画の認定 

●都市化の進展により農地は減少し、さらに農業者の高齢化や後継者不足によ

り農家戸数は減少の一途をたどっています。また、耕作放棄地などの問題も

抱えており、都市農業はますます厳しい状況となっています。 

●江戸時代から続く「植木の里・安行」ブランドなどをはじめ、本市は植木を中

心とする花きの産地として知られておりますが、近年では売上が低迷してい

ます。 

●都市農業のメリットを活かすため、市民農園や６次産業化をはじめとした農

業の新たな形態に関心は高まっています。 

 

都市農業の振

興 

●川口緑化センターや市内外のイベントで本市の農業をアピールするなど、緑化産業や伝統

野菜といった地域における特色ある農産物のブランド力を強化し、さらに流通拠点の機能

強化や農業協同組合などとの連携により販路拡大を図ります。 

●グリーンセンターにおいては、植木を中心とする花き園芸の啓発及びイベント等を実施し、

緑化産業の振興を図ります。 

●都市農業の経営を支援するとともに、企業・団体間の連携などによる、消費者にとって魅

力ある農産物・加工品の生産を支援します。 

●市街化調整区域内の対象区域において、農業振興施設（農家レストラン等）の設置など農

業振興に資する事業計画を認定・支援し、地域の振興や都市農業の活性化を図ります。 

２ ●都市化による農地の

減少 

●防災やレクリエーシ

ョンといった都市農

業機能の役割 

●首都圏において、まとまった農地の存在は、防災やレクリエーションなどの

農地が有する多面的機能の観点からも重要であり、都市農地を保全する必要

性が高まっています。 

●農地と住宅が共存していくためには、相互の理解が必要となっています。 

都市農地の保

全 

●営農困難な農地を、市民が親しみやすい市民農園や、観光農園として活用する取り組みを

支援するとともに、生産緑地の指定により、農地の減少を抑え、都市農業としての機能や

価値を高めていきます。 
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Ⅲ  産業や歴史を大切にした“地域の魅力と誇りを育むまち” 

 

施策５ 地域資源の活用 

基本方針                                             目標指標 

●本市が持つ多種多様な魅力と誇りを育み、市内外に発信していくことで、多くの交流

や活動を生み出し、まちを元気にしていきます。 

 指標 現状(年度) 目標値(R7) 

 この施策の推進が図られていると感じる人の割合[%] 35.0(R2) 現状値を上回る 

 記者会見・記者懇談会資料提供件数[件] 33(R1) 40 

 川口市公式 Twitter フォロワー数[人] 2,365(R1) 10,000 
 

 キーワード 主な背景事象 単位施策 主な取り組み 

１ ●誇れる文化や芸術 

●多様な伝統芸能・祭

り 

●地域の魅力を市内外

へアピールする必要

性 

●グリーンセンターの

再整備 

●本市はものづくり・植木のまちとして発展してきましたが、それらの産業と

合わせて、本市の魅力を形成している豊かな自然や地域に根ざした文化芸術、

さまざまな祭りなど、多様な地域資源を、本市の魅力として発信し、集客や交

流、ブランド力の向上などに活かしていくための戦略が求められています。 

●グリーンセンターは、武蔵野の自然林を残した都市公園で、緑化の振興を図

るとともに、緑豊かな施設として市民に親しまれてきましたが、開園から 50

年以上が経過し、園内の施設、設備及びインフラ等の老朽化による不具合や、

園路の地盤沈下が顕著に現れてきています。 

地域資源を活

用したシティ

プロモーショ

ンの実施 

●東京と隣接したアクセスの良さ、日光御成道や赤山城跡をはじめとした歴史的資源、イイ

ナパーク川口など豊かな自然環境とのふれあいの場、特色ある産業などを活かして、広く

「川口市」を PRし、イメージを定着させていきます。 

●市民の「川口市」への愛着を高めるとともに、本市の認知度・交流人口・定住人口の増加

を促進します。 

●既存の地域資源に加えて、新たに整備が検討されている美術館などを活用し、また、アー

トなどと連携したブランド化を促進することによって、誘客を促し、地域の活性化を図り

ます。 

●グリーンセンターは、園内の施設及び設備等の改修や再整備を推進し、安全性の確保と市

民サービスの向上を図ります。また、植物園及び公園としての魅力を発信し、川口緑化セ

ンターやイイナパーク川口などの周辺の施設とともに、本市の観光に資する場として活用

し、観光客の誘致による地域の活性化を図ります。 

２ ●歴史や文化の継承 

●文化財の魅力発信 

●本市が今日まで大切に育んできた歴史や文化を正しく理解し、次世代へ引き

継いでいくために、文化財を調査・保護することが必要です。また、地域の文

化財保護活動への支援は、コミュニティの活性化にもつながります。 

●本市は、木曽呂の富士塚、赤山城跡などの史跡や旧田中家住宅などの建造物

のほか数多くの有形・無形の文化財を有しており、その魅力を広く発信して

いくことも重要です。 

歴史的資源の

保護と活用 

●文化財や歴史的資料などの調査・収集・保存を行います。 

●文化財保護の意識や市内の文化財への知見を深めるために、積極的に企画展や講座などを

開催し、文化財を公開していきます。 

●歴史教室や見学会を通して、文化財や地域の歴史に対する理解を深めるとともに、郷土川

口への愛着を高めていきます。 

３ ●SKIP シティの有効

活用 

●SKIP シティは平成 15 年にオープンし、SKIP シティ国際 D シネマ映画祭をは

じめとした映像産業の取り組みも定着しています。平成 31年３月には、埼玉

県・NHK と「SKIP シティにおける土地交換及び新たな NHK 施設の整備に関す

る基本協定書」を交わし、令和８年度中に NHK 施設の運用開始が予定されて

います。 

SKIP シティを

活用した地域

の活性化 

●SKIP シティを、映像などのコンテンツに関する新しい産業創出や情報発信の拠点として整

備・活用するほか、地域住民等の利便性向上のために整備を図ります。また、周辺駅との

アクセス性の向上を目的とした交通ネットワークの整備を推進するほか、周辺の住環境と

調和のとれた整備・活用を進めることで、多くの交流や活動を生み出し地域経済の活性化

を図ります。 
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めざす姿Ⅳ

都市と自然が調和した
”人と環境にやさしいまち”



Ⅳ  都市と自然が調和した”人と環境にやさしいまち” 

 

施策１ 豊かな水と緑に親しめる空間の創出 

基本方針                                             目標指標 

●本市に広がる貴重で豊かな自然環境を守り、市民が自然を身近に感じながら生活できるよ

う、水と緑に親しめる憩いとやすらぎの空間を創出します。 

 指標 現状(年度) 目標値(R7) 

 この施策の推進が図られていると感じる人の割合[%] 51.7(R2) 現状値を上回る 

 親水護岸の整備延長[ｍ] 2,110(R1) 3,240 

 保全すべき緑地の確保[㎡] 185,003.32(R1) 200,000.00 
 

 キーワード 主な背景事象 単位施策 主な取り組み 

１ ●荒川や芝川といった

多くの河川の存在 

●うるおいある水辺空

間の整備 

●本市には、荒川、芝川などの河川や河川の調節池をはじめとする水辺空間が

豊富にあります。 

●水辺空間は、景観やレクリエーションの場として市民にうるおいややすらぎ

を与えてくれます。 

●河川をはじめとする水辺空間は、ヒートアイランド現象の抑制といった環境

保全機能に加え、治水・延焼遮断・避難地としての防災機能も備えています。 

水辺環境の整

備 

●公園や河川においては、親水性に配慮し、レクリエーション機能や防災機能を高めながら、

植生や生態系に配慮した空間を整備します。また、整備にあたっては、安全性に充分配慮

します。 

●貴重な水辺の環境に、市民がこれからも継続して親しんでもらえるよう、市民と協力しな

がら緑化や清掃活動を促進し、自然と調和した水辺環境の維持・保全を図ります。 

２ ●安行台地や見沼田ん

ぼなどの豊かな自然 

●都市化の進展による

緑地の減少 

●緑地空間が備えるさ

まざまな機能 

●イイナパーク川口の

整備 

●本市には芝川東部に広がる台地面の樹林地や植木畑及び縁辺の斜面林など多

くの緑地空間が残っていますが、激しい都市化の進展による開発圧力や、農

業の担い手不足といった営農困難な状況により、減少している状況です。 

●公園や自然に存在する緑地空間は、地球温暖化の防止やヒートアイランド現

象の抑制などの環境保全機能や、延焼遮断・避難地としての防災機能も備え

ているため、まちづくりに欠かせないものとなっています。 

●イイナパーク川口やハイウェイオアシスなどの整備に併せて、周辺に広がる

豊かな自然環境と歴史文化資源を活用し、地域住民や企業などが協力して地

域の振興を図ることが求められています。また、周辺地域における都市農業

の活性化も必要とされています。 

緑地環境の整

備 

●将来にわたり市民が緑豊かでうるおいある環境を享受できるよう保全緑地・保存樹木・生

産緑地を指定するとともに、市民の保全への理解・協力を得ながら緑地の適正な維持管理

を進めます。 

●川口市緑のまちづくり推進条例に基づく緑化率による規制のほか、生垣設置や屋上緑化な

どにより緑化を促進します。 

●植生に配慮した公園などの整備や、道路緑化といった都市における緑化を推進し、市民が

緑に親しめる空間を整備します。また、地域の公園については、市民と協力しながら維持

管理し、緑地環境の保全を図ります。 

●イイナパーク川口の整備にあたっては、本市における新たな緑のレクリエーション拠点と

なるよう整備を推進するとともに、周辺地域における拠点間の回遊性を向上することで、

地域の活性化を図ります。さらに特産の植木を活用し、年間を通して楽しめる空間の創出

を図ります。 
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Ⅳ  都市と自然が調和した”人と環境にやさしいまち” 

 

施策２ 環境の保全と創造 

基本方針                                             目標指標 

●市民とともに環境問題に対する意識を高め、良好な生活環境の保全と地球温暖化の防止に

向けた取り組みを積極的に推進し、安心して生活できる環境をめざします。 

 指標 現状(年度) 目標値(R7) 

 この施策の推進が図られていると感じる人の割合[%] 15.8(R2) 現状値を上回る 

 市域の温室効果ガスの排出量[千 t-CO2] 2,412.0(H28) 2,173.0 
 

 キーワード 主な背景事象 単位施策 主な取り組み 

１ ●PM2.5 などの大気汚

染問題 

●多様化するライフス

タイル 

●生活排水対策の充実 

●平成 22 年３月には、光化学オキシダントや二酸化窒素などに加え、微小粒子状

物質（PM2.5）が常時監視の対象になりました。 

●騒音や振動は、事業所、工事現場、交通といったものが主な発生源でしたが、近

年はライフスタイルの多様化がもたらす生活騒音の問題も多くなっています。 

●河川の水質は、高度経済成長期に著しく汚れていましたが、水質規制の強化、公

共下水道の整備や合併処理浄化槽の普及により大幅に改善されています。さらな

る改善のためには、生活排水対策が重要な課題となっています。 

●上記以外で生活環境を悪化させるものとして、事業所などを原因とする悪臭の発

生、有害物質の漏洩などによる地下水や土壌の汚染の問題もあります。 

生活環境の

保全 

●大気汚染物質や河川・地下水の常時監視をすることで生活環境の把握と適切な情報提供に

努めます。 

●排水や騒音・振動を測定し、公害の規制や指導を行うことで、発生抑制に努めます。 

●良好な生活環境を保つため、浄化槽の適切な維持管理による生活排水の改善や近隣トラブ

ルとなりやすい生活騒音の防止など、身近な環境問題に対する指導・助言のほか啓発事業

を推進します。 

２ ●地球温暖化による自

然環境への影響 

●脱炭素社会の実現 

●地球温暖化は、気象や生態系に影響を及ぼし、人間社会にも影響を与えており、

その原因は、人為起源の温室効果ガスの排出である可能性が極めて高いと報告さ

れています。 

●「パリ協定」では、世界共通の長期目標として、産業革命前からの平均気温の上

昇を２℃より十分下方に保持し、１．５℃に抑える努力を追求することなどを目

的としています。これにより、温室効果ガスの排出量削減に向けての取り組みを

さらに進めていくことが必要です。 

地球環境の

保全 

●環境啓発や環境学習の充実を図り、市民や事業者の環境に対する意識を高め、省エネルギ

ーに配慮した生活や事業活動を促すことで、温室効果ガスの排出を抑制し、地球環境に配

慮した暮らしを実践するまちをめざします。 

●家庭や事業所における再生可能エネルギーや省エネルギー機器・設備の導入を積極的に支

援するとともに、省エネルギーに配慮した住宅・建築物の普及を促進します。 

３ ●生物多様性の保全 ●私たちの暮らしは、水、食べ物など、生物多様性から生み出される自然の恵みに

支えられていますが、この生物多様性は、人間活動や開発などにより急速に失わ

れつつあります。自然と共生した持続可能な社会を実現していくためには、生物

多様性を保全していくことが重要です。 

●外来生物が人為的に持ち込まれたことにより、生態系に影響を与えています。 

生物多様性

の保全 

●一人でも多くの方々が身近な自然とふれあい、生物多様性について理解を深められるよう

に、チラシなどによる周知啓発や市民参加型の生きもの調査などを実施します。 

●生態系調査を実施し、市内の動植物の実態を把握することにより、自然的社会的条件に応

じた生物多様性の保全についての取り組みを推進していきます。 

●本市の豊かな生態系を維持するため、外来生物が生態系に与える影響などについて周知し

ていきます。 
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Ⅳ  都市と自然が調和した”人と環境にやさしいまち” 

 

施策３ 廃棄物の減量化・再資源化・適正処理の推進 

基本方針                                             目標指標 

●廃棄物の発生抑制や適正な処理、循環資源利用の促進により、天然資源の消費を抑制し、環

境への負荷をできる限り低減した循環型社会の形成を推進します。 

 指標 現状(年度) 目標値(R7) 

 この施策の推進が図られていると感じる人の割合[%] 41.6(R2) 現状値を上回る 

 1 人 1 日あたりの廃棄物排出量[g/人・日] 826(R1) 784 
 

 キーワード 主な背景事象 単位施策 主な取り組み 

１ ●ライフスタイルの多

様化 

●経済活動の変動 

●ごみ出しルールの啓

発 

●不法投棄や散乱ごみ

への対策 

●日々の生活から排出されるごみの量と質は、ライフスタイルの変化に大きく

影響を受けます。また、人口の増減や経済活動の変動は、本市全体のごみの発

生量や質に影響を与えます。 

●焼却処理されている一般ごみの中には、分別して出されれば再資源化できる

ものが多く含まれています。しかし、分別されずに出された資源物は、品目ご

との収集が難しく再資源化が困難です。 

●不法投棄された一般廃棄物は、市の負担で回収と処理を行っています。また、

ポイ捨てされた散乱ごみは、分別が困難なことや汚れなどのため再資源化が

難しい状況です。 

廃棄物の減量

化・再資源化 

●マイバッグやマイボトルの使用、生ごみ処理容器の活用、食品ロスの削減など、環境に配

慮したライフスタイルが市民の共通認識になるように努め、廃棄物の減量化をさらに推進

していきます。 

●エコリサイクル推進事業所制度の推進及び、事業系ごみに関する情報提供や排出指導など

により、事業者による廃棄物の減量化と再資源化を促進します。 

●再資源化を推進するためには、ごみの分け方と出し方を守ることが基本となるため、地域

の実情に即した啓発活動に積極的に取り組みます。 

●クリーン推進員制度や、まち美化促進プログラムなどを活用するとともに、ごみ集積所パ

トロールの実施などにより、不法投棄やポイ捨てをさせない環境をつくり、ごみの正しい

分別と排出を促します。 

２ ●老朽化した廃棄物処

理施設の更新 

●最終処分量の削減と

熱エネルギーの有効

活用 

●適正処理困難物への

対応 

●産業廃棄物の適正処

理 

●本市の多くの廃棄物処理施設は 2020 年代に建替えや改修の時期を迎えます。 

●焼却処理によって生じた残さは、可能な限り削減に努め、環境負荷の低減を

図ることが重要です。また、焼却処理により発生する熱エネルギーを発電や

熱供給に有効活用していく必要があります。 

●市の施設での処理が困難なスプリングマットレスやスキー板などの適正処理

困難物については、専門業者へ処理委託をしなければならず負担となってい

ます。 

●産業廃棄物が不適正に処理された場合、周辺環境に大きく影響を与える恐れ

があります。 

廃棄物の適正

処理の推進 

●廃棄物処理施設・設備の適切な維持管理に努めるとともに、計画的に建替えや改修を実施

することで、処理能力の確保と延命化を図り、廃棄物を安定的かつ適正に処理します。 

●廃棄物を焼却する際に発生する焼却灰をセメント化や溶融スラグ化等による再資源化をす

ることで最終処分量を削減し、環境負荷を低減します。また、ごみ焼却施設の発電効率や

熱回収率の向上を図り、循環型社会の形成に資する廃棄物処理を推進します。 

●適正処理困難物については、事業者による処理システムの構築を求めるとともに、排出者

の応益負担の適正化に努めます。 

●産業廃棄物に係る許認可の申請に対する適確な審査や、排出事業者、処理事業者に対する

指導などを通じ、適正処理の促進と不適正処理の未然防止に努めます。 
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めざす姿Ⅴ

誰もが
“安全で快適に暮らせるまち”



Ⅴ  誰もが“安全で快適に暮らせるまち” 

 

施策１ 住・工・商・緑が共存した計画的な土地利用の推進 

基本方針                                             目標指標 

●適正な土地利用と適切な都市機能の配置を図り、環境にやさしく災害に強い、機能的で、誰

もが快適で安全・安心に生活できる持続可能な都市の形成をめざします。 

 指標 現状(年度) 目標値(R7) 

 この施策の推進が図られていると感じる人の割合[%] 27.5(R2) 現状値を上回る 

 土地区画整理事業の進捗率【11 地区】[%] 58.0(R1) 65.0 
 

 キーワード 主な背景事象 単位施策 主な取り組み 

１ ●地域性を踏まえた

土地利用の推進 

●持続可能なまちづ

くりの推進 

●本市は、鋳物工業をはじめとするものづくりのまちとして発展しましたが、産業構造

の変化や都心へのアクセスの良さなどを背景にマンションや戸建住宅地の開発などに

より、住宅の整備が進められています。 

●市街化調整区域では、貴重な緑地が減少し、土地利用の転換が急速に進展しています。 

計画的な

土地利用

の推進 

●将来の社会経済状況や都市構造の変化に対応するため、公共・公益施設などをはじめと

する都市機能を適切に配置・整備・誘導し、住工混在や密集市街地、低未利用地といっ

た地域ごとの特性を踏まえた適正な土地利用を進め、環境にやさしく災害に強い、誰も

が暮らしやすい持続可能なまちづくりを推進します。 

２ ●防災の観点による

まちづくり 

●土地区画整理事業

の推進 

●土地区画整理事業

に代わる柔軟な整

備手法の導入 

●東日本大震災などを受けて災害に強いまちづくりの推進に対する要望が高まっていま

す。建物などの耐震化、災害時の延焼を防ぐ建築物の不燃化、避難施設や経路の確保、

帰宅困難者の滞留防止、狭あい道路解消に向けた防災対策、浸水被害の防止など、ま

ちづくりの観点から災害対策が求められています。 

●土地区画整理事業は 11 地区で行われており、全体の進捗状況は 58.0％（令和元年度

末）となっています。将来に向け、安全・安心な市街地の形成と土地利用の増進を図

るため、道路や公園などの公共施設を効果的に整備するとともに、計画的な宅地供給

をするなど、土地区画整理事業の推進が必要となっています。 

●11 地区以外の未整備地区においても基盤整備事業を推進し、良好な住環境を形成する

ことが求められています。 

●私道を利用して多くの木造住宅が建築されたことにより、密集市街地が形成され、延

焼の危険性が高く、消防自動車が入れず消防活動に支障をきたす可能性がある地域が

存在し、防災や生活上の課題を抱えています。 

市街地整

備の推進 

●道路や公園を適切に配置し良好な住環境を整えるとともに、宅地としての利用を増進す

るため、市街地における土地区画整理事業を推進します。 

●密集市街地など、土地区画整理事業による整備手法の導入が困難で、防災や生活上の観

点から住宅市街地の再生・整備が早急に必要な地域においては、都市計画道路や主要な

生活道路の先行整備、地権者や住民などの生活再建などに配慮した街区・敷地レベルで

の柔軟な整備手法の導入、建物の共同化など、手法を駆使して安全で快適な市街地整備

の早期化を図ります。 

●まちづくり協議会などの活動を支援するとともに、地権者や住民などの関係者との円滑

な調整を行うことにより、市民参加を促進し、居住環境の整備や改善を図ります。 

３ ●景観に対する市民

意識の醸成 

●地域の魅力ある景

観を活用したシテ

ィプロモーション 

●本市では、周辺環境と調和しない建築物や無秩序な広告物など、周辺景観への影響が

危惧されています。今後も景観計画や地区計画などを活用し、良好な景観形成の向上

に力を入れていくことが求められています。 

美しくう

るおいの

ある景観

形成の推

進 

●地域の魅力ある景観などを発掘するとともに、これらの情報を広く発信し、シティプロ

モーションに活かすことで、市民の意識を醸成し良好な景観形成を促進します。 

４ ●各駅周辺の活性化 

●官民連携のまちづ

くりによる各駅周

辺エリアの価値向

上 

●各駅と周辺地域の

回遊性向上による

相乗効果 

●JR 線や埼玉高速鉄道線の各駅の周辺には、地域性を踏まえ、商業・業務機能や公益施

設、医療・福祉施設などの集積が求められています。 

●駅周辺の良好な環境や地域の価値を維持・向上させるため、市民や事業者、地権者と

いった民間のまちづくりの担い手とのさらなる連携が求められています。 

●拠点となる駅間を連絡する道路沿道においては、魅力的でにぎわいのある沿道空間の

形成を図るなど、その周辺一帯の活性化が求められています。 

●特に緑の拠点を有する地域については、近接する駅との連携強化や地域のさらなる活

性化が求められています。 

鉄道駅周

辺整備の

推進 

●各駅周辺で実施中の都市基盤整備を推進し、地域性を踏まえた駅周辺にふさわしいまち

づくりを行うことにより、利便性の向上と地域経済の活性化を図ります。 

●民間のまちづくりの担い手に対する支援を強化しつつ、地域の将来を描いたまちづくり

ビジョンを官民で作成・共有するための取り組みを推進します。 

●拠点となる駅間を連絡する主要な道路は、円滑な交通と安全・安心な歩行者空間の整備

を進めるとともに、沿道にはにぎわいのある商業やサービス機能などを誘導することに

より、さらなる活性化を図ります。 

●埼玉高速鉄道線の新井宿駅や戸塚安行駅などからイイナパーク川口やグリーンセンタ

ー、川口緑化センターといった緑の拠点へのアクセスを強化し、回遊性を向上させるこ

とにより、相乗効果による周辺地域の活性化を図ります。 

５ ●安全・安心・快適な

居住環境の実現 

●バリアフリー化・

耐震化の推進 

●少子高齢化が進展している中、安全・安心・快適な居住環境が求められています。 

●都市化の進展に伴い多くのマンションが建設されるなど住宅の供給が進む一方で、周

辺に悪い影響をもたらす空き家などにより、防災・景観・生活上の課題を抱えていま

す。 

良好な住

環境の整

備 

●住宅・建築物のほか、道路などの各種公共施設のバリアフリー化・耐震化により、居住

環境の向上を図るとともに、市街地における移動などの円滑化を促進します。 

●マンション管理組合等に対する支援や助言・指導等を推進し、マンション管理の適正化

を促進します。 

●老朽化したマンションの建替え等に資する環境の整備を推進します。 

●老朽危険建築物や近隣に悪影響を与えている空き家などに対して、所有者等による解決

行動を促すとともに法令などに基づく適切な対処を進め、市民の安全・安心な居住環境

の向上を図ります。 
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Ⅴ  誰もが“安全で快適に暮らせるまち” 

 

施策２ 安全・安心・快適な移動を支える交通環境の整備 

基本方針                                             目標指標 

●交通の安全を確保するとともに、誰もが安心・快適に移動できる交通ネットワークを構築

し、まちの活性化や地域活力の向上に寄与する交通環境を整備します。 

 指標 現状(年度) 目標値(R7) 

 この施策の推進が図られていると感じる人の割合[%] 45.4(R2) 現状値を上回る 

 コミュニティバスの利用者数[人] 355,113(R1) 372,000 

 交通事故発生件数[件] 1,707(R1 年中) 減少を図る 
 

 キーワード 主な背景事象 単位施策 主な取り組み 

１ ●道路網整備による防

災性の向上 

●道路や橋りょうなど

の経年劣化や老朽

化、定期点検の義務

化 

●本市は、首都高速川口線、東京外かく環状道路、国道 298 号、国道 122 号など、

東西・南北の交通が交差する要衝の地となっています。 

●鉄道駅などの拠点を結ぶ交通道路網の整備が進んでいますが、時間帯によっては

交通渋滞が発生し、緊急車両の通行の妨げ、路線バスの遅延、車の滞留による環

境悪化、さらには生活道路への車両の進入といった市民生活への悪影響が懸念さ

れています。 

●防災性向上のため、延焼遮断帯や避難路といった災害に強い道路網の整備が求め

られています。 

●道路や橋りょうなどは、交通量の増大や経年劣化による施設の損傷、不具合によ

り、通行時の安全の低下や振動、騒音といった市民生活への悪影響が懸念されて

います。また、緊急輸送道路などの橋りょうの耐震化が急務となっています。 

道路など

の整備の

推進 

●安全かつ快適で利便性の高い道路交通の実現を図るため、街路事業や土地区画整理事業な

どにより、都市計画道路や生活道路を計画的に整備することで、都市活動を活性化し活気

あるまちづくりをめざします。 

●延焼遮断帯や避難路としての機能を併せ持つ幅員が広い道路の整備と、迅速な災害応急活

動を可能にする道路網の整備を促進します。 

●道路や橋りょうなどの安全点検を実施し、安全な交通の確保と維持管理費の平準化を図る

ため、長寿命化を含め計画的に改修を推進していきます。また、橋りょうの耐震化を順次

進めていきます。 

２ ●総合的な交通ネット

ワーク構築の必要性 

●都心へのアクセス向

上 

●鉄道の交通軸として京浜東北線と武蔵野線、埼玉高速鉄道線が整備されています。

また、市内で 100 系統以上の路線バスが運行され、市民生活を支えています。 

●高齢化の進展など社会情勢の変化に対応するため、また、公共交通のさらなる利

便性向上や都市活動の活性化などを図るため、コミュニティバスの充実を含む総

合的な交通ネットワークの構築が必要となっています。 

●川口駅は、多くの市民に利用され、県下でも有数の乗降客数を有しています。し

かし、ラッシュ時の混雑が激しく、市民の利用や安全性に課題があります。また、

京浜東北線の遅延や運休時における代替路線がないことから、中距離電車の停車

による輸送力増強などが望まれています。 

公共交通

機能の充

実 

●さらなる利便性の向上やにぎわいの創出、人々の交流の活発化に寄与するため、関連する

諸施策や交通事業者などの関係者と連携を図りながら総合的な交通ネットワークの構築を

図ります。 

●ノンステップバスの導入支援や公共交通施設のバリアフリー化などを推進することで、誰

もが安全・安心・快適に移動できる環境を整えます。 

●市民の利便性と安全性を向上させるため、川口駅への中距離電車停車の実現に向けて、周

辺のまちづくりや駅整備のあり方について検討を進めるとともに、埼玉高速鉄道線の利用

環境の改善に取り組んでいきます。 

３ ●ゾーン 30 の拡充 

●自転車利用者のルー

ル遵守とマナー向上 

●歩行空間や自転車の

通行空間の整備 

●駅周辺の放置自転車

対策 

●本市の交通事故件数・死者数は、平成 18 年から減少傾向にあるものの、高齢者や

自転車の事故の割合は高い傾向にあります。 

●歩行者や自転車利用者が道路などを安全で快適に利用できるよう、歩道と自転車

道などの新設や既存の段差の改善などといった、歩行者の安全確保やバリアフリ

ー化が求められています。 

●駅周辺の公共の場所における放置自転車は、年々減少傾向にあるものの、いまだ

に後を絶たない状態にあり、交通安全・防災・都市の美観といった観点から対策

が求められています。 

交通安全

対策の充

実 

●歩行者や自転車利用者の安全を確保するため、ゾーン 30といった道路速度抑制対策、歩道

や自転車通行空間、道路照明灯の整備を推進します。 

●地域や学校、警察、交通関係団体などと協働して交通安全教育や啓発活動を推進すること

で交通事故の発生を抑止します。特に自転車の安全利用の促進、子どもと高齢者の交通事

故防止について、市民への周知・啓発を図ります。 

●道路や歩道のバリアフリー化などを推進し、高齢者や障害者にも安全で快適な歩道や自転

車通行空間を形成します。 

●駅周辺の放置自転車等の撤去や放置自転車防止指導を行うとともに、民間で自転車駐車場

を設置する者に対して民営自転車駐車場設置費補助金を交付し、駅周辺の駐輪施設の充実

や自転車の放置防止を図ります。 
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Ⅴ  誰もが“安全で快適に暮らせるまち” 

 

施策３ 安全・安心な上下水道サービスの提供 

基本方針                                             目標指標 

●災害に強く、いつでも安心して上下水道を利用できる環境をつくるとともに、安全な水道水

の提供と、公共用水域の水質保全を推進します。 

 指標 現状(年度) 目標値(R7) 

 この施策の推進が図られていると感じる人の割合[%] 66.7(R2) 現状値を上回る 

 水道水の有収率[%] 90.13(R1) 91.14 

 配水管網の耐震化率(管路全体)[%] 22.72(R1) 30.15 

 配水管網の耐震化率(基幹管路)[%] 81.34(R1) 90.48 

 下水道処理人口普及率[%] 87.6(R1) 89.6 
 

 キーワード 主な背景事象 単位施策 主な取り組み 

１ ●水道水の水質管理の

徹底 

●安全・安心な水道水をいつでも各家庭や事業所などに届けるため、水質検査計

画に基づく水質監視を実施しています。 

水道水の水質

の保全・向上 

●安全･安心な水道水を供給するため、引き続き水質検査及び水質監視モニターによる 24時

間監視を実施していきます。 

●水道水の適正な水質を維持するため、老朽配水管の更新や配水管の洗浄、貯水槽設置者へ

の適切な管理指導などを実施していきます。 

２ ●下水道処理人口普

及率の向上 

●水洗化の促進 

●本市の人口に対する下水道処理人口普及率は、87.6％（令和元年度末）となっ

ています。未普及地域の中でも、新郷、神根、安行の各地域では、他地域に比

べ普及率が低くなっており、居住環境の改善や公衆衛生の向上を図るととも

に、公共用水域の水質を保全するため、下水道整備の推進が望まれています。 

●下水道の効果的な運用を図るためには、各家庭や事業者などの協力を得なが

ら、水洗化を促進する必要があります。 

生活環境の改

善・河川の水

質保全 

●下水道の整備を推進し、生活環境の改善と公共用水域の水質保全を図ります。 

●各家庭などの水洗化を促進し、生活排水の水路などへの流出を防ぎ、水質改善や衛生環

境の向上を図ります。 

３ ●水道水の安定的な供

給 

●下水道機能の確保 

●災害対策及び危機管

理体制の強化 

●本市は、埼玉県営水道から購入する県水と市内の井戸水を水源としています。

水道水を安定的に供給するため、県との連携を維持するとともに、井戸の保全

や施設の適正な整備を図っています。 

●自然災害や水質事故などの発生時においても、安全・安心な水道水を供給し、

下水道機能を確保するため、災害対策及び危機管理体制を強化しています。 

水道水の安定

供給・下水道

機能の確保 

●県水を安定的に受水できるよう、県との連携を強化し、水の安定確保を図ります。 

●安定して水道水を供給できるよう、自己水源（井戸水）の確保や漏水調査、漏水修理の実

施、老朽化した水道施設の更新や耐震化、配水管網のブロック化といった取り組みを推進

していきます。 

●災害時においても下水道の機能を確保するため、下水道施設の耐震化や、液状化により浮

上の恐れのあるマンホール浮上防止工事といった取り組みを推進していきます。 

●自然災害や上下水道事故などの発生に備え、応急給水体制や復旧体制の整備、災害用マン

ホールトイレの整備、災害用資機材の確保など危機管理体制を強化します。 

４ ●持続可能な上下水

道事業の経営 

●施設の計画的な更

新と維持管理 

●節水意識の浸透や節水機器の普及などにより水道水の需要は減少する中、人口

減少も見込まれることから、給水収益は今後、減少することが想定されます。 

●法定耐用年数を超過した上下水道施設が年々増加していることから、大規模漏

水や濁り水の発生、道路の陥没などの事故発生リスクが高まっています。この

ため、計画的に施設更新・耐震化を進めていくことが必要不可欠です。 

●上下水道施設の更新や耐震化にあたり、多額の費用が見込まれることから、収

入の確保と経費節減に努めるなど、経営の健全化を図る必要があります。 

上下水道事業

の経営基盤の

強化 

●有収率の向上や下水道接続率の向上に対する取り組みを推進し、収入の確保に努めると

ともに、経営の効率化により財務体質を改善し、経営基盤を強化します。 

●経営計画の見直しなどに際し、適正な水道料金及び下水道使用料水準について検討を行

います。 

●アセットマネジメントの手法を用い、中長期的な更新計画に基づいて、施設の更新費用

を平準化・最適化し、維持管理の効率化を図ります。また、将来の需要を見据えた適正規

模の施設配置を検討します。 
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Ⅴ  誰もが“安全で快適に暮らせるまち” 

 

施策４ さまざまな災害や犯罪などの脅威から市民を守るまちづくり 

基本方針                                             目標指標 

●あらゆる危機から市民の生命と財産を守るため、体制の充実・強化を図るとともに、市民

の防災・防犯意識を高め、市民と行政が一体となって危機に強いまちをつくります。 

 指標 現状(年度) 目標値(R7) 

 この施策の推進が図られていると感じる人の割合[%] 32.0(R2) 現状値を上回る 

 防災訓練参加者数[人] 57,302(R1) 106,490 

 刑法犯認知件数[件] 4,997(R1 年中) 8％減少を図る 

 出火率[件/万人] 2.3(R1 年中) 減少を図る 

 

 キーワード 主な背景事象 単位施策 主な取り組み 

１ ●東日本大震災による

防災意識の向上 

●国土強靭化基本法の

制定 

●災害対策基本法の改

正に伴う地域防災計

画の見直し 

●東日本大震災は、東北・関東地方太平洋沿岸を中心に地震や津波、福島第一

原発事故などにより甚大な被害をもたらしました。行政の災害対策だけでは

なく、地域住民同士の助け合いによって多くの命が助けられたことから、「公

助」に加え、「自助」「共助」の大切さが再認識されています。 

●東日本大震災では、本市も帰宅困難者の対応、生活物資などの不足、電力不

足による計画停電などを経験し、避難者の受け入れや放射線量の測定などを

実施しました。 

●過去の災害では、避難所の運営などにおいて女性の視点を欠き、女性の生活

必需品の不足や、安心して利用できる更衣スペースやトイレがないなどの問

題が生じたところもありました。 

防災対策

の充実 

●危機管理対応力の強化や避難所などの防災施設整備の推進といった「公助」に加え、自ら命を守る「自

助」や地域住民で助け合う「共助」による防災のまちづくりをさらに推進するため、地震や水害等の

大規模災害の発生を想定した防災訓練の実施や防災意識の啓発、自主防災組織への支援といった取り

組みを行います。 

●災害時における救助・医療・生活物資などの応援・受援、避難行動要支援者登録制度の活用、帰宅困

難者の対応、復旧・復興といった体制づくりを国や県、近隣市、民間団体などと連携しながら推進し、

災害対応力の向上を図ります。 

●男女のニーズの違いを把握するため防災分野への女性参画を推進し、男女共同参画の視点を取り入れ

た防災・災害復興体制を確立します。 

２ ●気候変動の影響によ

るゲリラ豪雨の増加 

●水害における防災・

避難意識の向上 

●近年、地面がコンクリートやアスファルトに覆われ、雨水の地中への浸

透能力が低下しています。そのため、短時間に大雨が降ると、河川や下

水道に集中し、処理できなくなった雨水が地上に留まってしまい、浸水

被害が発生するといった都市特有の水害が発生しています。 

治水・浸水

対策の推

進 

●河川と下水道の整備を連携して行い、水路や雨水管による流下・排水能力及び雨水貯留施設による貯

留能力を向上させるとともに、自然や地形を活かしながら治水・浸水対策を推進します。 

●官民が協力し、雨水流出抑制という課題に取り組むことで都市型水害の発生を軽減します。 

●河川の氾濫を想定したハザードマップなどの情報を市民に積極的に提供することで、日頃から防災・

避難意識を高めるとともに、官民連携を含めた避難体制を充実・強化し、水害時における被害を最小

限に留めます。 

３ ●治安が悪いイメージ

の定着 

●詐欺犯罪などに対す

る防犯対策 

●本市における刑法犯認知件数は、平成 16 年の 16,314 件から減少を続け、

令和元年には 4,997 件となり、ピーク時の３分の１以下に減少しました。

一方で、市民意識調査（令和２年度）では、本市のよくないところとし

て「治安が悪い」をあげる人が最も多くなっています。 

●高齢者を中心とする消費者トラブルは後を絶たず、さらに振り込め詐欺

やネット犯罪などは巧妙化が進んでおり、犯罪などから市民を守るため、

積極的な防犯対策と防犯意識の啓発活動が求められています。 

防犯対策

の充実 

●犯罪を未然に防ぐため、市内各警察署と連携して啓発活動などを行い市民一人ひとりの防犯意識の向

上を図り、自主防犯組織といった地域における助け合いの活動を支援します。また、防犯灯や防犯カ

メラの設置、暴力追放活動の支援を引き続き行うことで、犯罪のない安全なまちをめざします。 

●消費生活セミナーによる啓発や相談できる体制の確保により、市民が安心して消費生活を送れる社会

をめざします。 

４ ●さまざまな災害への

対応 

●119 番通報の適正化 

●木造密集市街地や住工混在地域、高層マンションエリアなど、地域に対

応した防災・減災体制の充実が求められています。 

●首都直下地震をはじめ、大型台風や経験したことのない大雨等の大規模

災害の発生が危惧される中、大規模災害時には発災直後から同時多発的

に救急・救助事案の発生が予想されることから、災害発生の初動段階か

らの効率的な消防活動が可能な消防体制及び資機材の充実が求められて

います。 

消防・救

急・救助体

制の充実 

●火災予防は重要課題であり、引き続き、市民の防火意識の向上、放火されないまちづくり、住宅用火

災警報器の設置の推進に取り組んでいきます。 

●木造密集市街地や高層マンションエリアなどを含め、それぞれの状況に応じた訓練体制の充実強化に

よる消防職員や団員の技術力向上と、消防車両や資機材の計画的な整備を図るとともに、施設・車両・

人材を適切に配備して、さまざまな災害に対応する高度な消防・救急・救助体制を構築します。 

●救命率向上のため、医療機関との連携を強化し迅速な救急搬送に努めるとともに、応急手当の普及・

啓発や救急救命士の育成と適正配置を図ります。 

●多様化する 119 番通報の対応をより充実させるとともに、119 番通報の適正利用を促します。 

５ ●あらゆる危機へ対応

できる体制の構築 

●災害時における行政

機能の継続 

●本市は地震や水害だけではなく、大規模テロといった緊急対処事態など、

市民の生命や財産を脅かすさまざまな危機を想定し体制づくりを行って

きました。 

●地震や豪雨などの自然災害、新型コロナウイルス感染症等の新興感染症

といった危機の発生は、さまざまな行政機能を低下させるおそれがあり

ます。そのような中でも、市民生活に大きな影響を与える行政サービス

については、あらかじめ継続して業務ができる体制を整えておく必要が

あります。 

危機管理

への庁内

体制の充

実・強化 

●地震や豪雨などの自然災害、新型コロナウイルス感染症等の新興感染症といったさまざまな危機に対

して日頃の情報収集により危機の発生を未然に防ぐとともに、万一の場合の迅速な対応に努めます。

また、職員に危機対応の重要性と行政機能継続の必要性を啓発することで、リスク対応力の高い庁内

体制を構築します。 
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Ⅵ  市民・行政が協働する“自立的で推進力のあるまち” 

 

施策１ 市民が元気に活動するための環境づくり 

基本方針                                             目標指標 

●市民の自発的な活動を促すとともに、それらの活動の成果を地域にも還元できるような環

境づくりを進め、市民の手で地域全体が元気になるようなまちをめざします。 

 指標 現状(年度) 目標値(R7) 

 この施策の推進が図られていると感じる人の割合[%] 33.9(R2) 現状値を上回る 

 町会・自治会加入率[%] 58.0(R1) 60.0 

 NPO 法人・ボランティア団体数[団体] 375(R1) 405 
 

 キーワード 主な背景事象 単位施策 主な取り組み 

１ ●地域コミュニティの

希薄化 

●マンション居住者の

増加 

●町会・自治会加入率

の低下と構成員の高

齢化 

●東日本大震災による

共助の重要性 

●町会相談員制度の実

施 

●本市は、古くから地域に根差した町会や自治会の活動が活発です。しかし、近

年は少子高齢化、マンションの急増、核家族化や単身世帯の増加、共働き世帯

の増加などにより、町会や自治会の加入率の低下や構成員の高齢化がますま

す顕著となっています。 

●東日本大震災では、地域の助け合いが多くの命を救い、地縁の大切さが見直

されました。また、町会や自治会などの地縁活動は、防災活動だけではなく、

交通安全・防犯活動や青少年の健全育成、まちの美化・清掃など、まちづくり

において重要な役割を担っています。 

●町会･自治会の活動を最大限尊重し、また、市政運営に協力してもらうために

も、町会･自治会と市との連携を密にすることが必要です。 

地縁活動（町

会・自治会な

ど）の支援 

●町会・自治会への加入促進策を推進し、町会･自治会と市とのパイプ役として職員を配置す

る町会相談員制度を引き続き実施するなど、町会・自治会などへのサポートを通じて地域

コミュニティのつながりや活動を促進できるような環境づくりを進めます。 

２ ●「日本一のボランテ

ィアのまち」への取

り組み 

●「川口市民ボランテ

ィアの日」の制定 

●盛人大学の取り組み 

●市民ニーズの多様

化・複雑化 

●本市は「日本一のボランティアのまち」をめざして、かわぐち市民パートナー

ステーション及び盛人大学を設置するとともに、平成 26 年には「川口市民ボ

ランティアの日」を制定するなど、本市における市民活動に力を入れてきま

した。 

●近年は市民のニーズが多様化・複雑化し、個別的で柔軟なサービスが求めら

れるようになっていますが、公平性や平等性を重視すべき行政では対応が難

しい場合が発生しています。 

市 民 活 動

（NPO・ボラン

ティアなど）

の支援 

●ボランティアへの理解や関心を深め、市民が活動に参加できる環境づくりを推進するため、

イベントの開催や情報の提供を行います。 

●さまざまな市民ニーズに応えられるよう、NPO 法人・ボランティア団体の設立や継続的な

活動に対する支援を行い、まちを元気にしていきます。 

●次の時代を担う子どもや若者に、ボランティアに理解や関心をもってもらうための事業を

推進し、将来にわたり地域で活躍する人材の育成をめざします。 

●50 歳以上の方々の交流と地域参加の機会を提供することを目的とする盛人大学の取り組

みを、引き続き実施していきます。 

 

  

対応する主な
SDGs のゴール 

- 40 -
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施策２ 市民と行政の相互協力 

基本方針                                             目標指標 

●市民が市政に参加しやすく、その意義を実感できる環境づくりを進め、市民と行政の相互

協力によるまちづくりをめざします。 

 指標 現状(年度) 目標値(R7) 

 この施策の推進が図られていると感じる人の割合[%] 18.2(R2) 現状値を上回る 

 市の附属機関等の公募委員の応募倍率[倍] 
2.4(過去 5年 
の平均値)(R1) 

今後 5年の平均値
が現状値を上回る 

 

 キーワード 主な背景事象 単位施策 主な取り組み 

１ ●地方分権の進展 

●川口市自治基本条例

と関連条例の運用 

●情報公開と個人情報

保護に対する関心の

高まり 

●地方分権の進展や少子高齢化社会の到来といった社会情勢の変化により、多

様化・複雑化する課題やニーズにきめ細かに対応するためには、市民の市政

参加が必要です。しかし、近年の選挙の投票率の低下などにみられるように、

市民の市政に対する関心が低くなっています。 

●川口市自治基本条例と関連条例を制定し、市民参加と協働によるまちづくり

の推進に努めてきました。 

●本市は平成 12年に情報公開条例と個人情報保護条例を制定し、個人情報の保

護を的確に行いながら、行政情報を適切に公開することで、公正で透明な市

政運営に努めてきました。 

市民参加の環

境づくり 

●多様化・複雑化する課題やニーズにきめ細かに対応するため、市民と行政の役割分担を明確に

し、それぞれの特長を活かした協力体制を構築します。また、市民が市政に参加しやすい環境

を整えるとともに、行政職員に対する協働推進の意識啓発に努めます。 

●計画の策定や重要な事業の実施といった市の方針などを決定するにあたっては、市民の意見

を反映するため、パブリック・コメントやアンケート、審議会など適切な方法で意見を聴取し

ます。 

●今後も適正な文書管理に基づいた情報公開により、積極的に市民に情報を提供するとともに、

個人情報を適切に取扱うことで、行政への理解や信頼を深め、市民の市政への参加を促しま

す。 

２ ●ソーシャルメディア

の普及と多様化 

●広報紙、ホームページなどさまざまな媒体を活用し、生活に必要な情報を提

供しています。 

●市政に市民の意見を広く取り入れるためには、市長への手紙や市民意識調査

などにより直接市民の意見を聴取する必要があります。 

広報広聴活動

の充実 

●広報紙やソーシャルメディアなど、市民のニーズに合った情報発信の仕組みづくりを進め、必

要な情報を届けるとともに、市政への関心を高める広報活動を推進します。 

●広聴活動にあたっては、市長への手紙や市民意識調査などを通じて、広く市民の意見を聴き、

市政に反映していきます。 
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施策３ 行政経営の基盤強化 

基本方針                                             目標指標 

●中核市に相応しい行政経営と、効果的かつ効率的な行財政運営を進めます。  指標 現状(年度) 目標値(R7) 

 この施策の推進が図られていると感じる人の割合[%] 16.5(R2) 現状値を上回る 

 経常収支比率[%] 95.4(R1) 90％台前半 

 市税収納率（現年度・滞納繰越分）[%] 97.19(R1) 県内上位 

 国保税収納率（現年度分）[%] 88.60(R1) 中核市の平均値 
 

 キーワード 主な背景事象 単位施策 主な取り組み 

１ ●人口減少社会への対

応 

●職員の能力向上 

●能力を引き出す組織

体制 

●地方分権の進展や社会情勢の変化など、行政需要の急速な拡大に伴い、限ら

れた行政資源を効果的かつ効率的に活用する必要があります。そのためには、

柔軟な発想と高い専門性を持ち、行政課題に挑戦する行動力を備え、市民の

ニーズに応えられる職員の育成と、行政課題に迅速に対応し、職員の能力を

発揮できる組織体制の確立が必要となります。 

●これまで、職員の階層に応じた研修や専門性を高める研修など、キャリアに

応じた研修を導入するとともに、意識改革を積極的に行ってきました。また、

中核市への移行に伴う事務権限拡大に対応するため、組織の見直しにも力を

入れてきました。今後は、人口減少社会を見据え、市民に選ばれ続ける自治体

であるために、また人的資源の縮小にも対応できるよう、さらなる人材の育

成と組織全体の最適化を図る必要があります。 

人材の育成と

組織の最適化 

●今後さらに増大する行政需要に柔軟かつ機敏に対応する組織づくりを推進し、市民に必要

なサービスを適切に提供できる体制を整えます。 

●それぞれのキャリアに応じた階層別研修や専門的な研修を実施し、職員の能力を向上する

ことで、質の高い市民サービスを提供します。 

●年齢や性別などに縛られない能力本位の適切な評価と任用により、職員のモチベーション

や質の向上を図ります。 

２ ●社会情勢の変化への

対応 

●市債権の管理の適正

化 

●地方公会計制度の安

定的な運用 

●本市の財政状況は、市税収納率の向上などに努めたことで改善する方向にあ

りますが、今後、高齢化が進展する中、さらなる扶助費の増大や、将来的な生

産年齢人口の減少に伴う市税収入の減少などにより、厳しさを増すことが想

定されます。そのため、自立的な行財政運営を推進するには、引き続き行政改

革による事業の見直しと、さらなる収納率の向上をはじめとする歳入確保の

取り組みが求められています。 

財政基盤の強

化 

●行政改革をさらに推進し、事業の適切な執行に努めるとともに、限られた資源を適正に配

分します。 

●市債権の適正な管理の推進や徴収体制の強化、さらに国や県など関係機関との連携を図る

ことにより、県内上位の市税等収納率をめざすとともに、負担の公平性と歳入の確保に努

めます。 

●使用料や手数料といった受益者が負担すべき料金の適正化を図り、歳入の確保に努めます。 

●地方公会計制度に基づく財務書類の作成により、ストック情報や減価償却などのコストを

把握し、市民に公表することで、財政運営の透明性をより高めます。 

３ ●公共施設の適正なマ

ネジメント 

●新庁舎の建設 

●老朽化が進んだ公共施設が多く、安全性を確保するため更新の必要性が増し

ています。また、人口減少・少子高齢化社会の到来を迎えた公共施設の適正管

理も課題となっています。 

●旧本庁舎は昭和 34 年から 47 年にかけて順次建設され、老朽化・狭あい化・

庁舎の分散化といった課題を抱えていました。さらに東日本大震災により安

全性確保が求められるようになったことから、旧本庁舎敷地並びに旧市民会

館及び同事務棟敷地において、新庁舎の建設が進められています。 

公共施設の適

正化 

●人口減少及び少子高齢化を見越し、地域の実情や施設の特性に合わせた公共施設の更新・

統廃合・長寿命化を図り、適正で安全な公共施設の提供と管理・運営を行います。 

●新庁舎建設にあたっては、土地の合理的な利用を図りながら、周辺環境と調和した市民が

利用しやすく環境対策に配慮した庁舎とし、また、大規模災害の発生時には災害対策拠点

となるなど、さまざまな機能が集約された庁舎をめざします。 

４ ●行政手続における情

報通信技術の活用 

●新しい技術の利活用 

●情報セキュリティの

継続的な強化 

●災害時における業務継続の観点から整備を進めていた鳩ヶ谷庁舎電算機室が

完成しました。今後も仮想基盤の構築等による ICT 資産の最適化を推進する

とともに、AI・RPA など新しい技術の利活用について、引き続き取り組む必要

があります。 

情報化の推進 ●ICT を利活用し、住民の生活状況などに応じて必要となる情報を行政側から提供するプッ

シュ型サービスや行政手続のさらなる電子化等を検討し、サービス拡充による利便性の向

上など行政のデジタル化に努めます。 

●AI や RPA などの先進技術を活用し、業務の効率化を図り、市民サービスの向上に努めます。 

●災害対策やセキュリティ強化を図った機器構成等の導入を行うとともに、本市の情報資産

を保護するため、情報セキュリティポリシーの遵守、情報セキュリティ内部監査やセキュ

リティセルフチェックなどを行い、職員の情報セキュリティ水準の維持及び向上に努めま

す。 

 

対応する主な
SDGs のゴール 
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３ 後期基本計画
　 地域別計画



 

 

３ 後期基本計画地域別計画 

地域別計画とは 

 

 地域別計画は、本市の 10 の地域（中央、横曽根、青木、南平、新郷、神根、芝、安行、戸塚、鳩ヶ

谷）ごとに特徴や課題をとらえ、地域の実情に即した取り組みやまちづくりの方向性を定めるもので

す。 

 それぞれの地域の実情に沿った取り組みを行いながらも、鳩ヶ谷市との合併を経て進めてきた一体

的なまちづくりの考えを踏まえながら、各地域が相互に連携し合うことで、より魅力ある地域づくり

をめざしていきます。 

 

(地域について) 

 本市の 10 の地域には歴史的な経緯があります。本市は数度の合併を繰り返してきましたが、現在で

も合併前の旧行政区域を地域としてとらえています。各地域は、それぞれ特色ある歴史や地勢を有し

特徴や課題もさまざまであり、この地域ごとにまちづくりの方針を示すことは大切であることから地

域別計画を定めています。 

 

 

地域別計画の位置づけと構成 

 

 地域別計画は、基本計画各論の各施策を地域の視点からとらえなおしたものです。それぞれの

地域特性を踏まえて課題を整理し、基本計画各論の内容から、その地域で特に重要となる取り組

みを示しました。 

 

項目名 概要 

地域の方向性 地域における取り組みの方向性を記載しています。 

地域のポイント 地域に立地する施設や産業･芸術･文化などの特徴、地域の地勢や生じている

問題など、その地域の特徴を整理しています。 

地域の現況 地域でとらえるべき背景や事象を中心に、地域の現況を記載しています。 

主な取り組み 地域の現況を踏まえて、基本計画各論の主な取り組みから、地域で特に注力し

ていく取り組みをより具体的に地域の実情に合わせて記載しています。 

人口の推移と推

計 
住民基本台帳に基づく各地域の人口の推移と推計結果を示しています。 
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■地域区分図 
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中央地域 

地域の方向性 

 

●ものづくり産業の伝統と宿場町としての歴史を大切にしつつ、経済や文化を中心とする都市機能の

さらなる充実を図り、利便性が高く活気あふれるまちをめざします。 

 

地域のポイント 

●本市の鋳物産業発祥の地 

●住・工・商が混在したまちの形成 

●本市の中心的な商業の集積 

●再開発などの土地利用変換によるまちの活性化と防災性の

向上 

●リリア、キュポ・ラなどの文化・交流施設 

●多様化するライフスタイルに応える川口駅前行政センター 

●「知の拠点」として 50万冊の蔵書を誇る中央図書館 

●川口駅周辺における交通渋滞 

●川口駅・川口元郷駅間の交通ネットワークの整備 

●日光御成道の宿場町としての歴史的背景 

●川口神社や錫杖寺、善光寺などの歴史的資源 

●荒川などの水辺空間 

●大規模災害時の帰宅困難者などの滞留 

 

 

地域の現況 

●鋳物工業の発祥地として工場や住宅などが一体となった独特のまち並みを形成し、さらに川口駅周

辺では首都東京に隣接し交通の利便性の良さなどから都市基盤が整備され、再開発などによるマン

ションや商業・業務機能の集積がみられます。 

●川口総合文化センター（リリア）や、中央ふれあい館、文化財センターなどを有し、生涯学習の場

や文化芸術に触れる機会が充実しています。また、川口駅前の複合施設キュポ・ラでは川口駅前行

政センターや中央図書館、かわぐち市民パートナーステーションなどの行政機能が充実するなど、

高度な都市機能が集約されています。 

●川口駅周辺に住宅や商業・業務機能が集積されたことで、交通渋滞の発生がみられます。通過交通

の回避による渋滞解消のため、川口駅を囲む環状道路の整備を行ってきましたが、さらなる推進が

求められています。 

●川口駅は、多くの市民に利用され、県下でも有数の乗降客数を有しています。しかし、ラッシュ時

の混雑が激しく、市民の利用や安全性に課題があります。また、京浜東北線の遅延や運休時におけ

る代替路線がないことから、中距離電車の停車による輸送力増強などが望まれています。 

●日光御成道の宿場町として栄えたかつての面影を残す建築物や、川口神社、錫杖寺、善光寺などの

歴史的資源が残ります。日光社参をモチーフとした「川口宿 鳩ヶ谷宿 日光御成道まつり」が開催

されるなど、それらを活かしたまちの活性化が図られています。  
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主な取り組み 

●ものづくりの伝統と基盤を維持しつつ、適正な土地利用の推進を図り、住・工・商が協調するまち

づくりを推進します。 

●リリアを核とした文化芸術活動を促進するとともに、質の高い文化芸術を発信し、振興を図りま

す。 

●川口駅周辺の環状道路の整備をより一層推進し、集中する通過交通車両を分散することで、安全で

快適な環境を整備するとともに、環状道路周辺の回遊性を確保することで、まちの活性化を図りま

す。 

●川口駅と川口元郷駅間の交通ネットワークの強化と回遊性の向上によって、互いの相乗効果を生み

出し、両駅を結ぶ道路の魅力ある沿道空間の形成を図り、生活拠点としての付加価値を高めます。 

●市民の利便性と安全性を向上させるため、川口駅への中距離電車停車の実現に向けて、周辺のまち

づくりや駅整備のあり方について検討を進めるとともに、バス乗降場を含む駅前広場や埼玉高速鉄

道線の利用環境の改善に取り組んでいきます。 

●地域の資源を活かし、｢川口宿 鳩ヶ谷宿 日光御成道まつり｣などの観光資源化と集客の促進を図り

ます。 

●荒川の広大な水辺空間については、防災上の機能に配慮しながら、広く市民に親しまれる自然との

ふれあいの場としての活用を図ります。 

●東日本大震災では、川口駅周辺や幹線道路に帰宅困難者などが滞留したことから、帰宅困難者対策

などの防災・減災に配慮したまちづくりを推進します。 

 

 

人口の推移と推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注釈：※平成 22年から令和２年までの推移は住民基本台帳人口。 

   ※令和７年以降の推計は､基本計画総論の人口と世帯数の推計での推計方法に基づき各地域の人口を推計。 
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横曽根地域 

地域の方向性 

 

●西川口駅を中心としたまちの活性化を図るとともに、荒川の河川空間を活かして自然とふれあう場

を創出するなど、にぎわいとやすらぎのある安全・安心なまちをめざします。 

 

地域のポイント 

 

●アートの発信拠点であるアートギャラリー・アトリア 

●リボンシティといった大規模な土地利用転換による中心市

街地の活性化 

●住・工・商が混在したまちの形成 

●空き店舗が多くみられる西川口駅周辺 

●にぎわいの再生に向けた住民参加のまちづくり 

●市内で手続きができるパスポートセンター 

●自然と親しめる荒川運動公園 

●公民館などの公共施設の統合 

●中国をはじめとする多くの外国人住民が居住 

 

 

 

 

 

 

地域の現況 

 

●川口総合文化センター（リリア）や川口西公園（リリアパーク）といった施設に隣接し、アートギ

ャラリー・アトリアを含む住宅と商業施設の複合市街地であるリボンシティを有しているなど、公

共施設や商業施設が集積しています。 

●利便性の高さから工業系の用途地域に住宅の建設が進み、住・工が混在しています。 

●西川口駅周辺においては、飲食店街を中心とする商業・業務地区が広がっています。一方で、空き

店舗もみられ、今後の活性化に向けた取り組みが求められています。 

●荒川河川敷は、広々としたオープンスペースを活かし、荒川運動公園においてスポーツやレクリエ

ーション、親水護岸を活用した自然観察の場として利用され、震災時の広域避難場所として指定さ

れています。 

●西川口公民館及び横曽根公民館・横曽根図書館が近距離に立地しており、施設の老朽化も進んでい

ます。 

●年々外国人住民が増加し続けており、誰もが尊重され、ルールを守りながらともに支えあって生き

ることができる多文化共生が求められています。 
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主な取り組み 

●アートギャラリー・アトリアを拠点としたアートの情報発信・鑑賞・体験を通して文化芸術の振興

を図ります。 

●ものづくりの伝統と基盤を維持しつつ、適正な土地利用の推進を図り、住・工・商が協調するまち

づくりを推進します。 

●空き店舗の利活用や、まちづくりを推進する市民活動を活性化し、西川口駅周辺のにぎわいの再生

を図ります。 

●荒川運動公園において、親水護岸を活用した水辺の動植物に触れる機会をはじめ、市民のレクリエ

ーションの場を提供していきます。 

●近距離に立地している西川口公民館と横曽根公民館・横曽根図書館の統合を推進します。 

●地域に在住する外国人との交流会などゴミ出しのルールや生活マナーの啓発を行うとともに、国際

交流員・外国人相談員などを派遣し、国際理解講座を開催するなど、地域における多文化共生の推

進を図ります。 

 

 

人口の推移と推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注釈：※平成 22年から令和２年までの推移は住民基本台帳人口。 

   ※令和７年以降の推計は､基本計画総論の人口と世帯数の推計での推計方法に基づき各地域の人口を推計。 
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青木地域 

地域の方向性 

 

●SKIP シティを中心に産業技術や文化の集積と発信を行うことでまちを活性化するとともに、親水空

間をはじめとしたゆとりある環境を整備し、多くの人が集う活気あるまちをめざします。 

 

地域のポイント 

 

●映像産業拠点施設や科学館などを擁する SKIP シティ 

●SKIP シティと他地域を結ぶ交通ネットワークの整備 

●SKIP シティ北側地域の活用 

●スポーツ活動の拠点である青木町公園総合運動場 

●教育の中核的拠点校である川口市立高等学校・附属中学校 

●行政活動の中心となる市役所新庁舎 

●芝川などの水辺空間 

●迫力あるレースで全国のファンを魅了するオートレース場 

 

 

 

 

 

 

 

地域の現況 

 

●早い時期から市街化が進み、公園や道路などの都市基盤が整備され、バスなどの交通網も発達した

良好な住宅地を形成する一方、昔ながらの工場も存在しています。 

●中小企業の振興や映像産業の拠点である SKIP シティは、県や NHK などの各種施設とともに本市の科

学館も有し、多くの市民に利用されています。一方、SKIP シティ北側地域においては、NHK が、新

しい施設を建設し、令和８年度の運用開始を予定しています。また、残された土地の有効活用が求

められています。 

●地域社会のリーダーとなる人材を育成するため、平成 30年度に開校した川口市立高等学校はグラウ

ンドの完成に向け整備をしています。また、令和３年４月には、川口市立高等学校附属中学校が開

校しました。 

●令和２年３月、旧市民会館跡地に市役所第一本庁舎が竣工し、引き続き新庁舎２期棟の建設を進め

ています。 

●芝川などの河川においては、親しみのある水辺空間の整備が求められています。 
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主な取り組み 

●SKIP シティのさらなる活用と周辺地域の発展のため、交通動線の確保と回遊性の向上を図るととも

に、都市機能を集積させ、人が集まる魅力的な空間を形成し、都市活動の活性化を促進します。 

●SKIP シティ北側地域においては､既存施設や新たに建設される NHK 施設と連携し、映像産業関連施設

や商業施設などを整備し、地域住民の利便性向上や地域の活性化につながる活気あるまちづくりを

推進します。 

●市内市立学校の中核的拠点校となるよう教育都市にふさわしい川口市立高等学校・附属中学校の整

備を、地域社会や SKIP シティを中心とする産学官と連携しながら推進していきます。 

●市役所旧本庁舎敷地に建設する新庁舎２期棟の工事を推進します。 

●地域を流れる芝川などの親水空間を整備・管理することで、うるおいのあるまちづくりを推進しま

す。 

 

人口の推移と推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注釈：※平成 22年から令和２年までの推移は住民基本台帳人口。 

   ※令和７年以降の推計は､基本計画総論の人口と世帯数の推計での推計方法に基づき各地域の人口を推計。 
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南平地域 

地域の方向性 

 

●住宅と工場が共生し、荒川や芝川などの地域の資源を活かした、うるおいと活力を創出する快適な

住み良いまちをめざします。 

 

地域のポイント 

 

●南平工業団地や大規模工場の立地 

●工場跡の多様な利活用 

●住・工が混在したまちの形成 

●川口元郷駅周辺の生活拠点づくり 

●川口元郷駅を中心とした交通ネットワークの整備 

●川口市立高等学校第２校地（市立川口高等学校跡地）の整

備 

●廃棄物処理とリサイクルを推進する朝日環境センター 

●領家の囃子と神楽などの郷土芸能 

●国指定重要文化財の旧田中家住宅や市指定文化財の平柳蔵

人居館跡 

●芝川の親水空間や新芝川のマリーナ 

 

 

 

 

地域の現況 

 

●基盤整備は概ね完了しているものの、土地利用については、南平工業団地の整備などによる大規模

な工場が立地する一方、社会経済情勢によって工場の操業が厳しくなりマンションなどへの転換も

増えており、住宅と工場が混在する地区も見受けられます。 

●川口元郷駅の開業によって交通の利便性が増したことで、中高層マンションなどの建設が進み、住

宅市街地の性格を強めています。今後、川口元郷駅周辺は生活拠点として必要な機能の充実など、

駅周辺の活性化が求められています。 

●江戸時代後期から伝わる郷土芸能である領家の囃子と神楽など、市指定無形民俗文化財がありま

す。また、国指定重要文化財である旧田中家住宅を有し、地域のシンボルとしてだけでなく、歴史

的に価値のある建物を内覧できるように一般公開をしています。 

●荒川、芝川、新芝川を域内に有していることから、治水対策を基本としながら市民が親しみやすい

水辺環境づくりに継続的に取り組んでいます。 
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0～14歳

(人)

実績値 推計値

11.1%

9.9%

35.5%

12.7%

19.5%

11.4%

主な取り組み 

●ものづくりの伝統と基盤を維持しつつ、適正な土地利用の推進を図り、住・工が共生できるまちづ

くりを推進します。 

●川口元郷駅周辺においては、利便性の高い商業・業務機能と中高層の共同住宅が共生する複合市街

地の形成をめざし、生活拠点としての機能を向上させます。 

●川口元郷駅への交通ネットワークを整備することで、地域住民の交通アクセスの向上を図り、利便

性･安全性を高めます。 

●芝川サイクリングロードを活用して、水辺環境で気軽にレクリエーションを楽しめるような環境づ

くりを推進します。 

 

人口の推移と推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注釈：※平成 22年から令和２年までの推移は住民基本台帳人口。 

   ※令和７年以降の推計は､基本計画総論の人口と世帯数の推計での推計方法に基づき各地域の人口を推計。 
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新郷地域 

地域の方向性 

 

●貴重な緑地や歴史的資源を大切にしながら、治水・遊水機能を含めた都市基盤の整備を推進すると

ともに、住宅と工場が共生する安全で快適なまちをめざします。 

 

地域のポイント 

 

●新郷貝塚、峯ヶ岡八幡神社などの歴史的資源 

●江戸袋の獅子舞などの郷土芸能 

●住・工が混在したまちの形成 

●新郷工業団地の存在 

●農業の後継者不足や都市化による農地の減少 

●貴重な樹林地や農地といった自然資源 

●首都高速川口線の縦断による利便性の良さ 

●鉄道駅など交通拠点へのアクセス向上 

●スプロール化や行き止まり道路などの解消 

 

 

 

 

地域の現況 

 

●北部の台地部には、新郷貝塚、峯ヶ岡八幡神社などの史跡・文化財が所在するとともに、農地や良

好な自然環境を有する樹林地が比較的多く残され、戸建住宅を中心とする住宅と共存しています。 

●江戸時代の初期から伝わる江戸袋の獅子舞などの民俗行事も行われ、史跡や文化財だけでなく、地

域の伝統行事も継承されています。 

●南部の低地部は新郷工業団地が整備され、その周辺にも工場が立地し工業系の土地利用の集積がみ

られます。都市基盤が未整備なところでは、ミニ開発などにより住・工が混在しています。 

●都市化や後継者不足により営農環境が厳しい緑化産業に配慮しつつ、緑と共生する良好な住宅地を

形成していくため、計画的な都市基盤の整備が求められています。 

●スプロール化や狭あい・行き止まり道路といった課題を解消するために、施行中である土地区画整

理事業の推進が望まれています。 

●路線バスやコミュニティバスが運行していますが、鉄道駅など交通拠点との一層のアクセス向上が

求められています。 

●台風やゲリラ豪雨により、水害が発生する地域があることから、その対策が求められています。 
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主な取り組み 

●都市化や後継者不足により営農環境が厳しい緑化産業に対し、さまざまな支援をすることで、緑化

産業の振興と貴重な都市農地の保全を図ります。 

●貴重な緑や歴史的資源の魅力を市内外にアピールし、人々の交流を促進します。 

●施行中の土地区画整理事業を推進することにより道路などの都市基盤を整備するとともに、住・工

が共生する緑豊かで快適な住環境を整備します。 

●新郷地域から鉄道駅など交通拠点へのアクセス向上を図ります。 

●多目的遊水地の整備を推進し、治水対策と親水空間の形成を図ります。また、浸水被害を防ぐた

め、土地区画整理事業に併せた辰井川や貝塚落の治水事業を推進し、防災性の向上を図ります。 

 

人口の推移と推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注釈：※平成 22年から令和２年までの推移は住民基本台帳人口。 

   ※令和７年以降の推計は､基本計画総論の人口と世帯数の推計での推計方法に基づき各地域の人口を推計。 
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神根地域 

地域の方向性 

 

●緑や水辺環境と共存したうるおいある生活空間を生み出すとともに、集客力のある魅力的な地域資

源を活かしたまちづくりを推進し、人々の交流が盛んでにぎわいのあるまちをめざします。 

 

地域のポイント 

 

●安行台地を中心とする豊かな緑地 

●伝統野菜である特産農産物（ぼうふう、木の芽）や赤

山の枝物などの生産地 

●緑化産業の集積 

●農業の後継者不足や都市化による農地の減少 

●広域幹線道路の交通結節点である川口ジャンクション 

●新井宿駅周辺のまちづくり 

●イイナパーク川口の整備 

●赤山城跡、木曽呂の富士塚などの歴史的資源 

●憩いの場であり防災拠点であるグリーンセンター 

●埼玉県南地域の基幹病院であり、災害拠点病院である

川口市立医療センター 

●自然と調和した市営の火葬施設である川口市めぐりの

森 

 

地域の現況 

 

●安行台地と芝川に沿った低地で構成され、安行台地は樹林地や農地といった緑地が多く残り、伝統

野菜である特産農産物（ぼうふう、木の芽）や赤山の枝物などの生産地でもあります。 

●首都高速川口線と東京外かく環状道路が結束する川ロジャンクションが地域の中央に位置し、広域

幹線道路の利便性が高くなっています。また、首都高速川口線の川ロパーキングエリア周辺では、

自然や歴史資源を活かしたイイナパーク川口の整備を進めています。 

●新井宿駅周辺は、イイナパーク川口などの緑の拠点間のネットワークを形成し、緑を守り地域を活

性化するまちづくりが求められています。 

●歴史的資源である赤山城跡、緑の拠点であるグリーンセンター、県南地域の基幹病院である医療セ

ンターが立地しています。 

●台風やゲリラ豪雨により、水害が発生する地域があることから、対策が求められています。 

●埼玉県が計画している屋内 50m プール施設の神根運動場への誘致を進めているとともに、それと合

わせた北スポーツセンターの整備を検討しています。 
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実績値 推計値

14.8%

10.4%

30.8%

12.6%

18.7%

12.7%

主な取り組み 

●伝統野菜や植木、枝物などのブランドカを強化し都市農業の振興を図るとともに、市民農園や観光

農園開設などの取り組みを支援し、貴重な都市農地の保全を図ります。 

●イイナパーク川口の整備を推進するとともに、周辺地域とのアクセス向上を図っていきます。 

●イイナパーク川口や周辺の豊かな緑、赤山城跡、グリーンセンターなどの観光資源を PR することで

人々の交流とにぎわいを創出します。 

●グリーンセンターの改修や再整備を推進し、安全な憩いの場を提供するとともに、防災拠点として

の機能の強化を図ります。 

●新井宿駅周辺は、地域の特性に合わせた土地利用を検討することにより、駅周辺にふさわしいまち

づくりを図ります。 

●浸水被害を防ぐため、江川流域の洪水調節を目的とした江川第３調節池の整備を推進するととも

に、雨水流出抑制対策を推進するなど、防災性の向上を図ります。 

 

人口の推移と推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注釈：※平成 22年から令和２年までの推移は住民基本台帳人口。 

   ※令和７年以降の推計は､基本計画総論の人口と世帯数の推計での推計方法に基づき各地域の人口を推計。 
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芝地域 

地域の方向性 

 

●密集市街地の解消による安全・安心な住環境づくりを推進し、生活環境の充実を図ることで、ゆと

りとうるおいのあるまちをめざします。 

 

地域のポイント 

 

●鶴ヶ丸八幡神社や羽盡神社、長徳寺などの歴史的資源 

●蕨駅や南浦和駅、東浦和駅に近接する利便性の良さ 

●東京外かく環状道路川口西 IC、外環浦和 IC といった交

通アクセスの良さ 

●市民参画によりつくられたゴリラ公園 

●芝のふるさとまつりやスポーツをはじめとする芝地区

単位の各種イベント 

●木造住宅や狭あい道路が多い密集市街地の存在 

●中国をはじめとする多くの外国人住民が居住 

 

 

 

 

 

 

 

地域の現況 

 

●交通の利便性に恵まれていたこともあり、昭和 40 年代までの高度経済成長期に急速に市街化が進

み、水田の中に寺院や神社が点在した広い空間は、高密度な住宅市街地へと変わりました。 

●土地区画整理事業による快適な生活空間の確保に向けたまちづくりを進めており、施行中の区域で

は事業の推進が望まれています。 

●市街地が急速に拡大したことでスプロール化し、道路や公園などの都市基盤整備が十分ではなく、

防災上の課題を抱えている地区も見受けられます。狭小宅地や狭あい道路が多く存在する地域で

は、住宅市街地総合整備事業や地区計画の導入、準防火地域の指定などにより快適な生活空間を確

保し防災性の向上を図る取り組みを行っています。 

●台風やゲリラ豪雨により、水害が発生する地域があることから、対策が求められています。 

●年々外国人住民が増加し続けており、誰もが尊重され、ルールを守りながらともに支えあって生き

ることができる多文化共生が求められています。芝園団地では、約 5,000 人の入居者のうち半数以

上が外国人であることから、自治会によるさまざまな多文化交流の取り組みが進められています。 
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(人)

実績値 推計値

13.6%

9.7%

36.0%

10.7%

18.5%

11.4%

主な取り組み 

●古い歴史を持つ神社仏閣の魅力を市内外にアピールし、人々の交流を促進します。 

●施行中の土地区画整理事業の円滑な推進により、道路や公園などの都市基盤を整備し、緑と調和し

た良好な住環境の形成を図ります。 

●密集市街地の解消に向け、住宅市街地総合整備事業などによるまちづくりを推進するとともに、地

区の状況に合わせて、従来の区画整理手法のほか、都市計画道路や生活道路の先行整備、街区・敷

地レベルでの柔軟な整備手法の導入、建物の共同化といったさまざまな手法を検討し、防災性に配

慮した安全で快適な市街地整備を推進します。 

●浸水被害を防ぐため、雨水流出抑制対策を推進し、防災性の向上を図ります。 

●地域に在住する外国人との交流会などゴミ出しのルールや生活マナーの啓発を行うとともに、国際

交流員・外国人相談員などを派遣し、国際理解講座を開催するなど、地域における多文化共生の推

進を図ります。 

 

人口の推移と推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注釈：※平成 22年から令和２年までの推移は住民基本台帳人口。 

   ※令和７年以降の推計は､基本計画総論の人口と世帯数の推計での推計方法に基づき各地域の人口を推計。 
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安行地域 

地域の方向性 

 

●「植木の里・安行」の伝統を継承し、魅力的で豊かな緑の地域資源を活かすとともに、住環境と自

然が調和した安全で快適なまちをめざします。 

 

地域のポイント 

 

●緑化産業の集積 

●川口緑化センターや植物取引センターなどの緑化関係施設 

●「植木の里・安行」ブランドの強化 

●農業の後継者不足や都市化による農地の減少 

●安行台地の樹林地など豊かな自然環境 

●希少植物であるイチリンソウの自生地 

●興禅院や金剛寺、密蔵院などの歴史的資源 

●戸塚安行駅周辺のまちづくり 

●首都高速川口線安行ランプの利便性の良さ 

●安行原の蛇造りと安行藤八の獅子舞などの郷土芸能 

 

 

 

地域の現況 

 

●市内でも緑の豊かな地域であり、緑化産業が集積していることが特徴です。生産面だけでなく緑化

産業に係る情報発信・流通拠点も立地しており、この地域から出荷される植木などは国内でも有数

の知名度を誇ります。 

●近年は植木をはじめとする緑化産業の営農環境が悪化し、農地の宅地化や耕作放棄地の増加が続い

ています。貴重な農地を守るためさまざまな対策を講じて、都市農業の振興を図り、都市農地を保

全する必要があります。 

●安行台地の樹林地や周辺の斜面林は本市における貴重な緑の資源であり、周辺地域に広がる多様な

自然生態系を含め、本市の天然記念物であるイチリンソウの自生地に代表されるように市民が自然

に親しめる散策スポットとしても貴重な場となっています。 

●興禅院や金剛寺、密蔵院などの歴史ある社寺が地域の魅力を形成しています。 

●安行出羽地区は、「植木の里・安行」にふさわしい緑豊かなまち並みを形成することを目標に地区計

画が決定され、緑と調和した良好な住環境が形成されてきました。一方、都市基盤が未整備な地区

も残っており、スプロール化や狭あい・行き止まり道路といった課題を解消するために、施行中の

土地区画整理事業の推進が望まれています。 

●路線バスやコミュニティバスが運行していますが、鉄道駅などとの一層のアクセス向上が求められ

ています。 

●台風やゲリラ豪雨により、水害が発生する地域があることから、対策が求められています。 
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主な取り組み 

●地域ブランドの強化、市民農園や観光農園開設などの取り組みを支援するとともに、生産緑地・特

定生産緑地の指定などにより、農業の振興や農地の保全などを図ります。 

●イイナパーク川口を中心とする一帯の整備に併せて地域の回遊性を向上するとともに、地域の観光

資源化の取り組みを支援して、人々の交流を活発化し、まちの活性化を図ります。 

●鉄道駅や各種施設へのアクセス向上を図るとともに土地区画整理事業などの円滑な推進により道路

や公園などの都市基盤を整備し、緑と調和した良好な住環境の形成を図ります。 

●浸水被害を防ぐため、前野宿川調節池を活用するとともに、前野宿川の治水事業や江川第３調節池

の整備を推進することで、防災性の向上を図ります。 

 

人口の推移と推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注釈：※平成 22年から令和２年までの推移は住民基本台帳人口。 

   ※令和７年以降の推計は､基本計画総論の人口と世帯数の推計での推計方法に基づき各地域の人口を推計。 
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戸塚地域 

地域の方向性 

 

●豊かな水と緑が調和した住環境の創出を図りながら、本市の“北の玄関口”として、にぎわいと交

流のあるまちをめざします。 

 

地域のポイント 

 

●東川口駅や戸塚安行駅のアクセスの良さ 

●東川口駅や戸塚安行駅を中心とする商業・業務機能

の集積 

●(仮称)東川口駅前行政センターの整備 

●戸塚環境センターの再整備 

●にぎわいのあるけやき通り 

●水と緑が調和した良好な都市基盤や住環境の整備 

●農業の後継者不足や都市化による農地の減少 

●見沼田んぼなどの自然環境 

●綾瀬川や見沼代用水といった水辺環境 

●湿地の自然を残す川口自然公園 

●戸塚安行駅周辺のまちづくり 

 

 

地域の現況 

 

●昭和 45年から土地区画整理事業による都市基盤整備が行われ、その中で昭和 48 年に武蔵野線東川

口駅が開業し、市街地が形成されてきました。特に東川口駅周辺では埼玉高速鉄道線の開通に併せ

て地区計画を定め、駅周辺のにぎわいを創出する商業・業務機能の誘導を図るとともに住宅と調和

したゆとりあるまちづくりを行ってきました。また、戸塚安行駅周辺では、土地区画整理事業が進

められ、良好な住環境が整備されるとともに、戸塚南小学校や戸塚スポーツセンターといった施設

も設置されました。この地域では施行中の土地区画整理事業の進展などにより引き続き人口の増加

が見込まれます。 

●昭和 51年に完成した戸塚環境センターでは、清潔で快適な生活環境を維持するため、市内で発生す

る一般ごみと粗大ごみの適正処理を行っています。 

●近年は植木をはじめとする緑化産業の営農環境が悪化し、農地の宅地化や耕作放棄地の増加が続い

ています。貴重な農地を守るためさまざまな対策を講じて、都市農業の振興を図り、都市農地を保

全する必要があります。 

●見沼田んぼや綾瀬川、見沼代用水などがあり水と緑の自然に恵まれた地域となっています。 

●台風やゲリラ豪雨により、水害が発生する地域があることから、対策が求められています。 
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主な取り組み 

●市民の利便性向上を図るため、東川口駅南口に(仮称)東川口駅前行政センターを整備するととも

に、駅周辺のにぎわいを創出します。また、戸塚安行駅周辺では、土地区画整理事業を推進するこ

とにより、緑と調和した良好な住環境の形成を図ります。 

●既存施設の耐用年数や老朽化を踏まえ、戸塚環境センターに新たな焼却処理施設と粗大ごみ処理施

設を整備し、安定したごみ処理を継続します。 

●市民農園や観光農園開設などの取り組みを支援するとともに、生産緑地・特定生産緑地の指定など

により、農業の振興や農地の保全などを図ります。 

●豊かな自然が残る見沼田んぼの特徴を残した川口自然公園など、恵まれた水と緑の資源を活用した

うるおいのあるまちづくりを推進します。 

●東川口駅周辺における、ＪＲ武蔵野線高架下の浸水対策として、既存水路の排水能力を超える雨水

を貯留するための施設を整備し、防災性の向上を図ります。 

 

人口の推移と推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注釈：※平成 22年から令和２年までの推移は住民基本台帳人口。 

   ※令和７年以降の推計は､基本計画総論の人口と世帯数の推計での推計方法に基づき各地域の人口を推計。 
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鳩ヶ谷地域 

地域の方向性 

 

●日光御成道の宿場町としての歴史文化資源や利便性の高い交通ネットワークを活かし、にぎわいの

創出や隣接地域との連携を踏まえた住みやすく訪れたくなる魅力あるまちをめざします。 

 

地域のポイント 

 

●鳩ヶ谷駅や南鳩ヶ谷駅を中心とする交通ネットワーク

の整備 

●隣接する他地域を結ぶ幹線道路などの整備 

●鳩ヶ谷駅や南鳩ヶ谷駅の拠点性及び SKIP シティヘの回

遊性の向上 

●斜面緑地や社寺林、屋敷林といった緑地の点在 

●鳩ヶ谷氷川神社や地蔵院、法性寺などの歴史的資源 

●宿場町としての面影を残す商店街などのまち並み 

●木造住宅や狭あい道路が多い密集市街地の存在 

●沼田公園（鳩ヶ谷市民プール跡地）の有効活用 

●準夜帯における小児夜間救急診療の拠点となる川口市

こども夜間救急診療所 

●市の中心部という立地による防災上の機動性 

 

 

 

 

地域の現況 

 

●本市のほぼ中央に位置しており、市内各地域とのネットワークを高めるための重要な地域となって

います。また、埼玉高速鉄道線や国道 122 号、県道さいたま鳩ヶ谷線、県道さいたま草加線といっ

た広域交通ネットワークの要衝をなしており、中でも鳩ヶ谷駅と南鳩ヶ谷駅周辺は、都心へのアク

セスに恵まれた地域となっています。 

●見沼代用水や社寺林、屋敷林など豊かな水と緑が生活にやすらぎとうるおいを与えています。 

●日光御成道の宿場町としての面影を残すまち並みに加え、歴史的な建物や文化を有しており、歴史

文化の継承が図られています。 

●住環境の整備に向けた土地区画整理事業が進められている一方で、木造住宅や狭あい道路の多い密

集市街地や遊休施設なども見受けられ、良好な住環境整備が求められています。 

●台風やゲリラ豪雨により、水害が発生する地域があることから、対策が求められています。 
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主な取り組み 

●本市のほぼ中央に位置する立地を活かし、鳩ヶ谷駅や南鳩ヶ谷駅から生活拠点を結ぶ交通ネットワ

ークの整備をするとともに、駅周辺の拠点性を高め、適正な土地利用の推進を図り、にぎわいや活

気のある一体的なまちづくりを推進します。 

●見沼代用水などの自然環境を活かすとともに、公園の整備や樹林地の保全により水と緑の空間を整

備していきます。 

●地蔵院や法性寺、日光御成道の宿場町としての面影を残すまち並みなど、歴史文化資源を継承する

とともに、鳩ヶ谷駅や南鳩ヶ谷駅、商店街などとの回遊性の向上や活性化を図り、地域のにぎわい

を創出していきます。 

●施行中の土地区画整理事業を推進するとともに、木造住宅が密集する地域においては、防災性向上

のため生活道路を整備するなど、地域の実情に合わせた住環境の整備を行っていきます。 

●沼田公園（鳩ヶ谷市民プール跡地）については、交通利便性の高い立地を活かし、防災機能を含め

た整備を行っていきます。 

●大規模災害時においても持続可能な災害活動拠点として機能する、市内３番目の消防署の整備を推

進していきます。 

●浸水被害を防ぐため、永堀川の治水事業や江川第３調節池の整備を推進することで、防災性の向上

を図ります。 

 

人口の推移と推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注釈：※平成 22年から令和２年までの推移は住民基本台帳人口。 

   ※令和７年以降の推計は､基本計画総論の人口と世帯数の推計での推計方法に基づき各地域の人口を推計。 
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